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2議会だより
日野町議会

2024.８.15

みらいのアスリート

　日野町少年少女ミニスポーツ教室では約260名の小学生が活動しています。
　今号はそれぞれの教室をピックアップ。議員が実際に取材やインタビュー
を行い、みなさんからスポ少の良さや楽しかったことなどをお聞きました。

　野球を始めたきっかけは、小さい時
に甲子園を見てぼくもあの舞台に立ち
たいと強く思った。今はとにかく強い
チームを目指して、日々の練習に励み
たい。ぼくの今後の目標は、将来は甲
子園に出て選手として活躍したい。

　私たちは「日本一元気なチーム」を目
標に、みんなで練習してきた成果を出せ
るよう週二回練習しています。チームの
みんなと練習しているときが楽しいです。
私はプレッシャーに強くなったこととバ
レーが好きになったことがよかったです。

　試合を通じて「負けて悔しい」「ど
うしたら勝てるのか」を考えるように
なり、体カ・瞬発カ・自信がつきまし
た。バスケを大好きになり、泊まりの
遠征ではみんなと夜までしゃべった
り、とても楽しいです。

　バスケの技術は当然のことながら友
達との関係性や人間性を学べるところ
です。
　試合に勝った時の喜びと他小学校の
友違と交流できるところが楽しいで
す。

野球 キャプテン

6年生　忍
お し

足
だ り

 俊
しゅん

介
す け

さん（中央）

バレーボール キャプテン

6年生　松
ま つ

本
も と

 きいさん

バスケットボール女子 キャプテン

6年生　杉
す ぎ

江
え

 咲
き

星
ら

さん

バスケットボール男子 キャプテン
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みらいみらいののアスリアスリーートト
子どもたちとスポーツ子どもたちとスポーツ
みらいみらいののアスリアスリーートト
子どもたちとスポーツ子どもたちとスポーツ

少年少女
ミニスポーツ
教室

各チームの
みなさんから

　サッカーを始めて体力がついたこ
と、日野のチームメイトや他の地域に
も友達ができたことがよかったです。
目標に向かって努力すること、そして
達成できた時の喜びを感じることがで
きました。

サッカー  キャプテン

6年生　赤
あ か

澤
ざ わ

 颯
そ う

哉
や

さん

　友達から叩かれそうになった時やこ
けた時に受け身が出来たり、先生やみ
んなに教えてもらって上手くなれたこ
とがよかったです。

少林寺拳法

5年生　佐
さ

藤
と う

 竣
しゅん

耶
や

さん

　硬式テニス教室では「楽しく仲良く」をモットーに、テ
ニスを通じて体を動かし、みんなで協力しながら楽しんで
います。友達と会えることやボレーの練習など、とても楽
しいです。

硬式テニス

５、６年生のみなさん

　友達ができ、自分が強くなれたことがよかったです。イ
ベントやお泊まりがあって楽しかったです。

レスリング

6年生　前
ま え

宮
み や

 庵
あ ん

児
じ

さん

　陸上教室に入っていろいろな運動
が、たくさん出来て良かったと思って
います。走ることが好きなので練習が
とても楽しいです。

陸上

5年生　矢
や

田
だ

 悠
ゆ う

華
か

さん

　小学校３年生の時からしています
が、始めた頃よりはだいぶ精神的に成
長していることが実感できています。
剣道教室を通して他の小学校の友達が
出来たことが嬉しかったです。

剣道

6年生　山
や ま

本
も と

 晃
あきら

さん

　空手は身体が鍛えられて、筋力、腕
力、体力がつくことがいいと思います。
　他の学校の人とも友達になれて話す
ことが楽しいです。

空手

6年生　池
い け

田
だ

 竜
り

空
く

さん

ピックアップ！

→次号では少年少女カルチャー教室の皆さんをご紹介します

スポーツ教室　開講式の様子
TEAM　HINO
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提出された議案と結果
＊議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数のみ「議長採決」として表明します。

〇賛成　×反対

第３回臨時会（5月16日）
●全員賛成で可決とした案件

●賛否が分かれた案件

番号 町 長 提 出 議 案

議第39号 専決処分について（日野町税条例の一部を改正する条例の制定について）

議第40号 専決処分について（日野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）

議第41号 日野町林業センターの指定管理者の指定について

番号 町長提出議案 結　果 福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
中
西
西
澤

＊
杉
浦

議第42号 令和６年度日野町一般会計補正予算（第２号） 原案可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

議第43号 令和６年度日野町国民健康保険特別会計
補正予算（第１号） 原案可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

予算特別委員会
付託議案の概要
●議第47号　令和６年度日野町一般会計補正予算（第3号）
　６月議会に提案された補正予算の総額は歳入歳出それぞれ9,788万9千円で、予算の総額は歳入歳出そ
れぞれ102億2,583万8千円で0.96％の増加となりました。１つには児童手当支給事業としてシステム改修
の必要性が生じたこと。また予防接種事業は、新型コロナウイルスワクチン接種について、65歳以上の
高齢者等を対象に予防接種法に基づく「定期接種」として実施する費用であるとの説明がありました。

　《歳出の主なもの》
科　目 経費の内容 予算額

児童手当支給事業 児童手当支給に係る現行システムの改修等 868万5千円
予防接種事業 高齢者等にかかる新型コロナウイルスワクチンの接種費用 5,330万円
図書館管理事業 町立図書館（２期棟）の空調設備の改修工事 3,133万9千円

質疑と討論・採決
　今回、児童手当支給事業の現行システム改修について、委託業者についてと改修後の児童手当の増額
支給時期について質問があり、子ども支援課より、基準は10月分からであるが支給は12月交付分からと
なるとの回答でした。また予防接種事業については、予防接種の対象者は65歳以上の高齢者の何割を見
込んでいるのかとの質問に、福祉保健課より６割を見込んでいるとの回答でした。他に質
疑なく、討論もなく、採決を行ったところ全員が原案どおり可決することに賛成となりま
した。

総務常任委員会

調査・研究
わたSHIGA輝く国スポ・障スポ2025（軟式野球）大谷公園野球場で開催

■リハーサル大会　令和６年11月２日、３日　■本大会　令和７年10月４日、５日
■国スポに向けた取組み状況（主なもの）
　R6.5.15 大谷公園野球場、指摘（要望）事項に対する関係者調整会議の実施
　R6.5.22 実行委員会にて、①競技運営　②おもてなし　③スポーツふれあいエリアの運営
　　　　 ④機運醸成の4部会に分け、議論・検討を進めていく方向性を決定

質疑内容
Q．昭和56年の国体の歴史を振り返るのも大事だと思うがいかがか
A．�行政としても当時の歴史を振り返る企画展を実施し、来年の国スポ・障スポの機運を盛り上げていきたい

日野町文化財保存活用地域計画の策定、8月末には文化庁に認定申請
■計画策定の目的　文化財の保存・活用を総合的、計画的に推進するための指針かつ行動計画とする
■ 保存・活用の将来像　 日野を日野たらしめている歴史文化をともに守り伝え、活かし、未来へつな

ぐまち“ふるさと日野”
■保存・活用の方針 基本目標１　文化財を「ともに　守り伝える」
  基本目標２　文化財をまちづくりに「ともに　活かす」
  基本目標３　文化財とまちを支える人を「ともに　育む」
■今後の予定（主なもの）
　R6.11　ワークショップ成果発表展　　R7.2　完成記念シンポジウムの開催

高齢者等対象の新型コロナウイルスワクチン定期接種に必要な経費を計上

間近に迫る国スポ・障スポ2025（軟式野球）の進捗状況
日野町文化財保存活用地域計画、文化庁に認定申請の運び

第４回定例会（６月３日～25日）
●全員賛成で可決とした案件

番号 町 長 提 出 議 案 付託先

議第44号 工事請負契約について（町道西大路鎌掛線道路改良工事（その11）） 産建

議第45号 工事請負契約について（町道小御門線歩道新設工事） 産建

議第46号 日野町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 厚生

議第47号 令和６年度日野町一般会計補正予算（第３号） 予算

議案審査を付託された委員会
【予算】予算特別委員会	 【厚生】厚生常任委員会
【産建】産業建設常任委員会	

　５月16日に令和６年第３回臨時会が開催され、町長より５つの議案（議第39号～議第43号）が提出されまし
た。この内、議第39号、議第40号、議第41号については全議員賛成により承認、可決決定されましたが、議第
42号（令和６年度日野町一般会計補正予算(第２号)）と議第43号（令和６年度日野町国民健康保険特別会計補正
予算(第１号)）については賛否が分かれました。反対意見としては、特に議第43号について、マイナンバーカー
ドの安全性には多くの不安があるため、保険証との一体化は安心できない。しかしこの補正予算は現行保険証の
廃止を前提としてシステム改修するもので賛成できない。これに対し賛成意見としては、議第42号については所
得の低い方々は毎日の生活が非常に不安な状況にあり、生活を守ると言う意味では議会にも行政にも責任がある
と思う。議第43号についてはマイナンバーカードの中には情報はなく、このカードは不安だから持ち歩けないと
言うならキャッシュカードも持ち歩けない。マイナンバーカードは逆にセキュリティーや本人認証の機能が高く、
安心な社会に向かっていると思う。またマイナンバーカードになって保険証が廃止されても、現行の保険証が使
えなくなるわけではないので、これらの議案に賛成するとの発言があり、採決の結果、賛成多数により原案は可
決されました。
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の必要性が生じたこと。また予防接種事業は、新型コロナウイルスワクチン接種について、65歳以上の
高齢者等を対象に予防接種法に基づく「定期接種」として実施する費用であるとの説明がありました。

　《歳出の主なもの》
科　目 経費の内容 予算額

児童手当支給事業 児童手当支給に係る現行システムの改修等 868万5千円
予防接種事業 高齢者等にかかる新型コロナウイルスワクチンの接種費用 5,330万円
図書館管理事業 町立図書館（２期棟）の空調設備の改修工事 3,133万9千円

質疑と討論・採決
　今回、児童手当支給事業の現行システム改修について、委託業者についてと改修後の児童手当の増額
支給時期について質問があり、子ども支援課より、基準は10月分からであるが支給は12月交付分からと
なるとの回答でした。また予防接種事業については、予防接種の対象者は65歳以上の高齢者の何割を見
込んでいるのかとの質問に、福祉保健課より６割を見込んでいるとの回答でした。他に質
疑なく、討論もなく、採決を行ったところ全員が原案どおり可決することに賛成となりま
した。

総務常任委員会

調査・研究
わたSHIGA輝く国スポ・障スポ2025（軟式野球）大谷公園野球場で開催

■リハーサル大会　令和６年11月２日、３日　■本大会　令和７年10月４日、５日
■国スポに向けた取組み状況（主なもの）
　R6.5.15 大谷公園野球場、指摘（要望）事項に対する関係者調整会議の実施
　R6.5.22 実行委員会にて、①競技運営　②おもてなし　③スポーツふれあいエリアの運営
　　　　 ④機運醸成の4部会に分け、議論・検討を進めていく方向性を決定

質疑内容
Q．昭和56年の国体の歴史を振り返るのも大事だと思うがいかがか
A．�行政としても当時の歴史を振り返る企画展を実施し、来年の国スポ・障スポの機運を盛り上げていきたい

日野町文化財保存活用地域計画の策定、8月末には文化庁に認定申請
■計画策定の目的　文化財の保存・活用を総合的、計画的に推進するための指針かつ行動計画とする
■ 保存・活用の将来像　 日野を日野たらしめている歴史文化をともに守り伝え、活かし、未来へつな

ぐまち“ふるさと日野”
■保存・活用の方針 基本目標１　文化財を「ともに　守り伝える」
  基本目標２　文化財をまちづくりに「ともに　活かす」
  基本目標３　文化財とまちを支える人を「ともに　育む」
■今後の予定（主なもの）
　R6.11　ワークショップ成果発表展　　R7.2　完成記念シンポジウムの開催

高齢者等対象の新型コロナウイルスワクチン定期接種に必要な経費を計上

間近に迫る国スポ・障スポ2025（軟式野球）の進捗状況
日野町文化財保存活用地域計画、文化庁に認定申請の運び

第４回定例会（６月３日～25日）
●全員賛成で可決とした案件

番号 町長提出議案 付託先

議第44号 工事請負契約について（町道西大路鎌掛線道路改良工事（その11）） 産建

議第45号 工事請負契約について（町道小御門線歩道新設工事） 産建

議第46号 日野町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 厚生

議第47号 令和６年度日野町一般会計補正予算（第３号） 予算

議案審査を付託された委員会
【予算】予算特別委員会	 【厚生】厚生常任委員会
【産建】産業建設常任委員会	

　５月16日に令和６年第３回臨時会が開催され、町長より５つの議案（議第39号～議第43号）が提出されまし
た。この内、議第39号、議第40号、議第41号については全議員賛成により承認、可決決定されましたが、議第
42号（令和６年度日野町一般会計補正予算(第２号)）と議第43号（令和６年度日野町国民健康保険特別会計補正
予算(第１号)）については賛否が分かれました。反対意見としては、特に議第43号について、マイナンバーカー
ドの安全性には多くの不安があるため、保険証との一体化は安心できない。しかしこの補正予算は現行保険証の
廃止を前提としてシステム改修するもので賛成できない。これに対し賛成意見としては、議第42号については所
得の低い方々は毎日の生活が非常に不安な状況にあり、生活を守ると言う意味では議会にも行政にも責任がある
と思う。議第43号についてはマイナンバーカードの中には情報はなく、このカードは不安だから持ち歩けないと
言うならキャッシュカードも持ち歩けない。マイナンバーカードは逆にセキュリティーや本人認証の機能が高く、
安心な社会に向かっていると思う。またマイナンバーカードになって保険証が廃止されても、現行の保険証が使
えなくなるわけではないので、これらの議案に賛成するとの発言があり、採決の結果、賛成多数により原案は可
決されました。
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議会改革特別委員会
～調査研究実践改善「前進する議会」～

＜議会内PT（プロジェクトチーム）の進捗報告＞閉会中にも調査研究を継続しています
■ICTチーム（後藤、中西、柚木）

目的：デジタル活用により議会力向上と効率化を図る
○タブレット導入を検討　12.9インチタブレットは市場にない
　➡�10.2インチも検討材料に複数見積もりを依頼

■通年議会チーム（山本、加 、髙橋）
目的：緊急時でも迅速に対応できる議会の体制を整備する
○先行導入の滋賀県議会から学ぶ�➡�７月に学習会を開催

■待遇改善チーム（川東、西澤、松田）
目的：議員活動と暮らしを両立できる待遇を目指す
○全国町村議会議長会の町村議会議員のなり手不足対策検討会から報告あり
　➡「町村議会議員のなり手不足に潜む３つの危機」から学ぶ

■広報広聴チーム（野矢、福永、谷口）
目的：住民の意見を収集し政策へ反映しやすくする
○議会懇談会申し込みあり！�➡�募集継続中！
○議員PRコーナー実施�➡�今後も継続
○主権者教育ボードゲーム「デモポリー」実施
○議会モニターアンケート導入検討
○一般質問動画のYouTube化を検討

産業建設常任委員会
付託議案

●議第44号　工事請負契約について（町道西大路鎌掛線道路改良工事（その11））
・請負先　株式会社大島組　指名競争入札1億3,519万円

●議第45号　工事請負契約について（町道小御門線歩道新設工事）
・請負先　株式会社ベルディア日野営業所　指名競争入札8,713万1千円

質疑内容
Q．応札業者は何社か
A．どちらも同じ業者で７社うち町内業者４社
Q．年度ごとの事業費の推移は（議第44号）
A．工事内容により変動しているが今後は用地買収を
�　進め進捗を上げていく
Q．現道と新設道路の接合部はどのようになるか（議第44号）
A．高低差があり直角には交差しない。安全対策を十分に行う
Q．周辺にある学校等への周知はどのように行うのか（議第45号）
A．関係自治会には区長を通じて、また保護者には小学校から
　�児童に対して行う

付託議案の採決
２議案とも反対討論なく、一括採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

２件の道路工事請負契約の審査を実施

厚生常任委員会
付託議案

●議第46号 日野町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
　（処分するため役場に持ち込んだ際の指定取引所までの運搬手数料を規定するもの）
※最寄りの指定取引所は多賀町の高島運輸(株)彦根営業所　※リサイクル料金は別途必要

質疑内容
Q．今までは有機ELテレビをどう扱っていた？
A．家電リサイクル法に基づく規定がなく一般廃棄物（粗大ごみ）として処分されていた
Q．個人が運搬手数料を払わず処分場へ持ち込んでもよいのか？
A．持ち込みは可能で、運搬手数料はかからない
Q．リサイクル料金はいつ支払うのか？
A．�以前購入されたものにリサイクル料は含まれていないので、
　�郵便局で品目に応じたリサイクル券を購入する必要がある

付託議案の採決
付託議案は反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

有機ELテレビが家電リサイクルの対象に追加される！
空家対策特別委員会

「日野町空家等の適正な管理に関する条例（案）」とは
　空家等対策の推進に関する特別措置法（空家特措法）における特定空家等に認定されていない空家物件等
が、台風や強風などの災害による損壊、倒壊の可能性があり、その結果周辺の住民、家屋、道路等に被害が
及ぶ危険があると町長が認める場合、その物件の所有者に連絡をしたうえで、行政または行政から委託され
た第三者が危険な物件に対し、必要な処置を行うことを認める条例を定めようとするものです。

協議内容
○住民より台風期前の条例制定を求める声が上がっているため、6月定例会での制定を目指したい
○�日野町空家対策連携会議、日野町空家等対策推進協議会での協議も必要なため、6月定例会での条例
制定は難しいのではないか
○�条例制定は議員側からの発案であるが、条例の性質上、町長提案として上程するのが望ましいのではないか

協議結果
○�条例案の内容を精査の上、日野町空家対策連携会議、日野町空家等対策推進協議会にての協議を経て、
9月定例会での議案上程を目指す。提案者については改めて協議を行う。

　なお、委員会閉会後、空家対策と移住定住促進についての勉強会を行いましたので、詳しくは24ページの
議員公務の紹介コーナーをご覧ください。

「日野町空家等の適正な管理に関する条例（案）」の制定について

議員PRコーナー（公民館）

主権者教育ボードゲーム「デモポリー」

町道西大路鎌掛線道路改良工事

町道小御門線歩道新設工事
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一 質般 問

令和令和６６年年６６月月
一般質問内容一般質問内容およびおよび発言順序発言順序
町政全般に関する方針や事業について、町政全般に関する方針や事業について、
11人の議員が一般質問を行いました。11人の議員が一般質問を行いました。

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。
本会議の模様をインターネットで配信しています。本会議の模様をインターネットで配信しています。
（ライブ中継・録画中継）（ライブ中継・録画中継）
�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ
ます。ます。

上の二次元コードを読み取ると上の二次元コードを読み取ると
一般質問の録画が視聴できます。一般質問の録画が視聴できます。

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容 ページ

1 谷
たに
口
ぐち
　智
とも
哉
や

1	 	日野町役場における「働き方改革」の進行状況と今後の展望の確認
2	 	日野里山フリースクールに対するサポートは検討されているのか
3	 日野町における香害対策は12月から進んだのか

P. ９

2 西
にし
澤
ざわ
　正
まさ
治
はる 1	 森林環境譲与税について

2	 流域治水で安全な町づくり P.10

3 福
ふく
永
なが
　晃
あき
仁
ひと 1	 魅力的な公園のあるまち日野町

2	 少子化への危機感と共有「退化か進化か」 P.11

4 川
かわ
東
ひがし
　昭
あき
男
お

1	 	空き家問題	(１)空き家バンク	（２）町の空き家対策について P.12

5 髙
たか
橋
はし
　源
げん
三
ざぶ
郎
ろう 1	 「花のまち日野」を住民パワーで盛り上げを

2	 町の発展には町民一人ひとりに〝創造と進取の気象〟が必要 P.13

6 山
やま
本
もと
　秀
ひで
喜
き

1	 お粗末になっていないか？・・・懇話会の最終提言書
2	 国スポ・障スポ開催を糧にした町のスポーツ振興について
3	 「近江日野産日野菜」の生産拡大について

P.14

7 松
まつ
田
だ
　洋
よう
子
こ

1	 	「日野町幼児教育保育の在り方検討懇話会」の最終報告について
2	 日野町小規模保育事業の募集について
3	 新こども園基本構想設計委託について
4	 地方自治法改正（案）について

P.15

8 柚
ゆの
木
き
　記

き
久
く
雄
お 1	 日野町の中山間地域の農林業を守り育てる

2	 病児保育、病後児保育の早期実施について P.16

9 野
の
矢
や
　貴
たか
之
ゆき 1	 男女共同参画計画を全住民参画計画にしては？

2	 ポジティブ行動支援を推進する際の課題は？ P.17

10 中
なか
西
にし
　佳
けい
子
こ 1	 「書かない窓口」を導入し、住民サービス向上を

2	 農業集落排水(農村下水道)の今後について P.18

11 後
ご
藤
とう
　勇
ゆう
樹
き 1	 これからの農業経営と農村集落の保全にどう取り組む？

2	 空家対策と移住定住政策を前進させるための計画は？ P.19

日野里山フリースクールに対するサポートは検討されているのか
今後もしっかりと連携しながら支援が可能か研究していきたい

　
日
野
町
で
の
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
に
関
し

て
の
助
成
は
、通
学
助
成
が

あ
り
、令
和
６
年
度
は
前
年

度
と
比
べ
増
額
し
ま
し
た
。

通
学
助
成
に
関
し
て
は
県
も

謝
金
と
い
う
形
で
予
算
を
割

き
、市
町
に
よ
っ
て
は
大
幅

に
増
額
し
た
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
り
、フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
自

体
に
運
営
費
の
助
成
を
行
う

自
治
体
も
あ
り
ま
す
。当
町

含
む
県
内
全
体
で
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
の
重
要
性
が
認
め
ら

れ
て
き
た
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　
ま
た
、当
町
に
は「
一
般
社

団
法
人
日
野
里
山
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
」が
あ
り（
以
下
、日

野
里
山
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と

す
る
）町
内
外
か
ら
多
数
の

児
童
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

児
童
だ
け
で
な
く
保
護
者
や

ご
家
族
に
と
っ
て
も
重
要
な

存
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、そ
の
性
質
上
利
用
者
が

多
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

も
経
営
面
は
非
常
に
苦
し
い

も
の
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、今
回
は
日
野
町

と
し
て「
日
野
里
山
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
」に
対
し
て
運
営

費
の
サ
ポ
ー
ト
等
は
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
を
伺
い
ま
す
。

　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
関
し

て
は
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
毎
の

コ
ン
セ
プ
ト
や
運
営
方
法
等

に
個
性
が
あ
る
の
で
、今
回

の
質
問
や
答
弁
に
つ
い
て
は

一
般
論
で
は
な
く「
日
野
町

と
日
野
里
山
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
」に
つ
い
て
の
み
言
及
し

ま
す
。

①
日
野
里
山
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
に
対
し
て
今
ま
で
町
は
ど

の
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
し
て
き
ま
し
た
か
。ま
た
、

視
察
や
懇
談
会
等
、ど
の
担

当
が
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で

参
加
し
た
か
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

②
そ
れ
を
踏
ま
え
、現
状
の

「
日
野
里
山
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
」を
町
長
は
ど
の
よ
う
な

存
在
だ
と
認
識
し
て
い
る
の

か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

③
現
在
子
ど
も
を
対
象
と
し

た
学
習
支
援
の
場
や
事
業
と

し
て
の
居
場
所
は
日
野
町
に

他
に
存
在
し
ま
す
か
。

④
学
習
支
援
の
場
や
事
業
と

し
て
の
居
場
所
に
助
成
や
サ

谷
たに

口
ぐち

 智
とも

哉
や

 議員

ポ
ー
ト
を
町
と
し
て
行
っ
て

い
ま
す
か
。何
ら
か
の
委
託

事
業
と
し
て
予
算
を
組
ん
で

い
る
部
分
が
あ
る
と
し
た
ら

そ
れ
に
つ
い
て
も
教
え
て
く

だ
さ
い
。

⑤
日
野
里
山
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
へ
の
サ
ポ
ー
ト
等
は
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

①
日
野
里
山
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
へ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
は
昨
年
度
で
は
５
月

か
ら
月
１
～
２
回
程
度
、町

長
、教
育
長
、担
当
課
長
な
ど

が
訪
問
し
、懇
談
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。ま
た
今
年
度
は

学
校
の
教
育
相
談
担
当
者
会

や
全
教
員
が
集
ま
る
場
へ
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
職
員
の

方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、今

後
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
い

く
よ
う
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、学

校
か
ら
も
校
長
を
は
じ
め
、

学
級
担
任
も
日
野
里
山
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
に
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

②
日
野
里
山
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
は
学
校
に
行
き
づ
ら
い
子

ど
も
達
に
と
っ
て
、学
習
や

様
々
な
活
動
を
通
し
て
自
信

や
達
成
感
を
持
ち
、前
向
き

に
生
き
る
力
を
育
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
大
変
重
要
な
存

在
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。併

せ
て
そ
の
保
護
者
に
と
っ
て

も
同
様
に
重
要
な
場
所
に
な

っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

③
勤
労
福
祉
会
館
で
、教
員

の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
た
ち
で

学
習
支
援
等
を
お
こ
な
っ

て
い
る「
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
―

ル
・
ス
テ
ッ
プ
」が
ご
ざ
い
ま

す
。ま
た
学
校
内
に
も
、教
室

に
は
入
り
づ
ら
い
け
れ
ど
も
、

学
校
で
学
び
た
い
と
い
う
子

ど
も
た
ち
の
た
め
の「
校
内

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」も
ご

ざ
い
ま
す
。加
え
て
こ
ど
も

食
堂
で
も
、子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
と
し
て
の
活
動
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

④
ス
テ
ッ
プ
の
活
動
を
少
年

セ
ン
タ
ー
に
委
託
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

⑤
日
野
里
山
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
で
は
、子
ど
も
た
ち
の
学

び
や
活
動
に
つ
い
て
、と
て

も
丁
寧
に
支
援
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、学
習
に
自
信

を
持
っ
た
り
、興
味
を
深
め

た
り
と
、前
向
き
な
姿
が
増

え
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。町
と
し
ま
し
て
は
引
き

続
き
し
っ
か
り
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
今
後
ど
の
よ
う
な

支
援
が
可
能
か
研
究
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
の
再
質
問
、「
ど
の

よ
う
な
支
援
が
可
能

か
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
」と
あ
り
ま
し
た

が
、今
の
時
点
で
支
援
案
と

し
て
出
て
い
る
も
の
は
あ
り

ま
す
か
。　

支
援
に
関
し
て
は

い
く
つ
か
担
当
課
か

ら
聞
い
て
い
て
、今
こ
の
場

で
具
体
的
な
支
援
策
は
上
げ

ら
れ
な
い
で
す
が
、ス
タ
ッ

フ
に
対
し
て
の
人
的
支
援
も

一
つ
の
方
策
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
整
理
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が

あ
る
の
で
研
究
し
て
い
き
、

良
い
形
で
支
援
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

次
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は
▼
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次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

9 議会だより
日野町議会
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一 質般 問

令和令和６６年年６６月月
一般質問内容一般質問内容およびおよび発言順序発言順序
町政全般に関する方針や事業について、町政全般に関する方針や事業について、
11人の議員が一般質問を行いました。11人の議員が一般質問を行いました。

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。
本会議の模様をインターネットで配信しています。本会議の模様をインターネットで配信しています。
（ライブ中継・録画中継）（ライブ中継・録画中継）
�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ
ます。ます。

上の二次元コードを読み取ると上の二次元コードを読み取ると
一般質問の録画が視聴できます。一般質問の録画が視聴できます。

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容 ページ

1 谷
たに
口
ぐち
　智
とも
哉
や

1	 	日野町役場における「働き方改革」の進行状況と今後の展望の確認
2	 	日野里山フリースクールに対するサポートは検討されているのか
3	 日野町における香害対策は12月から進んだのか

P. ９

2 西
にし
澤
ざわ
　正
まさ
治
はる 1	 森林環境譲与税について

2	 流域治水で安全な町づくり P.10

3 福
ふく
永
なが
　晃
あき
仁
ひと 1	 魅力的な公園のあるまち日野町

2	 少子化への危機感と共有「退化か進化か」 P.11

4 川
かわ
東
ひがし
　昭
あき
男
お

1	 	空き家問題	(１)空き家バンク	（２）町の空き家対策について P.12

5 髙
たか
橋
はし
　源
げん
三
ざぶ
郎
ろう 1	 「花のまち日野」を住民パワーで盛り上げを

2	 町の発展には町民一人ひとりに〝創造と進取の気象〟が必要 P.13

6 山
やま
本
もと
　秀
ひで
喜
き

1	 お粗末になっていないか？・・・懇話会の最終提言書
2	 国スポ・障スポ開催を糧にした町のスポーツ振興について
3	 「近江日野産日野菜」の生産拡大について

P.14

7 松
まつ
田
だ
　洋
よう
子
こ

1	 	「日野町幼児教育保育の在り方検討懇話会」の最終報告について
2	 日野町小規模保育事業の募集について
3	 新こども園基本構想設計委託について
4	 地方自治法改正（案）について

P.15

8 柚
ゆの
木
き
　記

き
久
く
雄
お 1	 日野町の中山間地域の農林業を守り育てる

2	 病児保育、病後児保育の早期実施について P.16

9 野
の
矢
や
　貴
たか
之
ゆき 1	 男女共同参画計画を全住民参画計画にしては？

2	 ポジティブ行動支援を推進する際の課題は？ P.17

10 中
なか
西
にし
　佳
けい
子
こ 1	 「書かない窓口」を導入し、住民サービス向上を

2	 農業集落排水(農村下水道)の今後について P.18

11 後
ご
藤
とう
　勇
ゆう
樹
き 1	 これからの農業経営と農村集落の保全にどう取り組む？

2	 空家対策と移住定住政策を前進させるための計画は？ P.19

日野里山フリースクールに対するサポートは検討されているのか
今後もしっかりと連携しながら支援が可能か研究していきたい

　
日
野
町
で
の
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
に
関
し

て
の
助
成
は
、通
学
助
成
が

あ
り
、令
和
６
年
度
は
前
年

度
と
比
べ
増
額
し
ま
し
た
。

通
学
助
成
に
関
し
て
は
県
も

謝
金
と
い
う
形
で
予
算
を
割

き
、市
町
に
よ
っ
て
は
大
幅

に
増
額
し
た
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
り
、フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
自

体
に
運
営
費
の
助
成
を
行
う

自
治
体
も
あ
り
ま
す
。当
町

含
む
県
内
全
体
で
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
の
重
要
性
が
認
め
ら

れ
て
き
た
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　
ま
た
、当
町
に
は「
一
般
社

団
法
人
日
野
里
山
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
」が
あ
り（
以
下
、日

野
里
山
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と

す
る
）町
内
外
か
ら
多
数
の

児
童
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

児
童
だ
け
で
な
く
保
護
者
や

ご
家
族
に
と
っ
て
も
重
要
な

存
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、そ
の
性
質
上
利
用
者
が

多
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

も
経
営
面
は
非
常
に
苦
し
い

も
の
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、今
回
は
日
野
町

と
し
て「
日
野
里
山
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
」に
対
し
て
運
営

費
の
サ
ポ
ー
ト
等
は
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
を
伺
い
ま
す
。

　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
関
し

て
は
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
毎
の

コ
ン
セ
プ
ト
や
運
営
方
法
等

に
個
性
が
あ
る
の
で
、今
回

の
質
問
や
答
弁
に
つ
い
て
は

一
般
論
で
は
な
く「
日
野
町

と
日
野
里
山
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
」に
つ
い
て
の
み
言
及
し

ま
す
。

①
日
野
里
山
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
に
対
し
て
今
ま
で
町
は
ど

の
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
し
て
き
ま
し
た
か
。ま
た
、

視
察
や
懇
談
会
等
、ど
の
担

当
が
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で

参
加
し
た
か
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

②
そ
れ
を
踏
ま
え
、現
状
の

「
日
野
里
山
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
」を
町
長
は
ど
の
よ
う
な

存
在
だ
と
認
識
し
て
い
る
の

か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

③
現
在
子
ど
も
を
対
象
と
し

た
学
習
支
援
の
場
や
事
業
と

し
て
の
居
場
所
は
日
野
町
に

他
に
存
在
し
ま
す
か
。

④
学
習
支
援
の
場
や
事
業
と

し
て
の
居
場
所
に
助
成
や
サ

谷
たに

口
ぐち

 智
とも

哉
や

 議員

ポ
ー
ト
を
町
と
し
て
行
っ
て

い
ま
す
か
。何
ら
か
の
委
託

事
業
と
し
て
予
算
を
組
ん
で

い
る
部
分
が
あ
る
と
し
た
ら

そ
れ
に
つ
い
て
も
教
え
て
く

だ
さ
い
。

⑤
日
野
里
山
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
へ
の
サ
ポ
ー
ト
等
は
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

①
日
野
里
山
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
へ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
は
昨
年
度
で
は
５
月

か
ら
月
１
～
２
回
程
度
、町

長
、教
育
長
、担
当
課
長
な
ど

が
訪
問
し
、懇
談
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。ま
た
今
年
度
は

学
校
の
教
育
相
談
担
当
者
会

や
全
教
員
が
集
ま
る
場
へ
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
職
員
の

方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、今

後
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
い

く
よ
う
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、学

校
か
ら
も
校
長
を
は
じ
め
、

学
級
担
任
も
日
野
里
山
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
に
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

②
日
野
里
山
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
は
学
校
に
行
き
づ
ら
い
子

ど
も
達
に
と
っ
て
、学
習
や

様
々
な
活
動
を
通
し
て
自
信

や
達
成
感
を
持
ち
、前
向
き

に
生
き
る
力
を
育
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
大
変
重
要
な
存

在
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。併

せ
て
そ
の
保
護
者
に
と
っ
て

も
同
様
に
重
要
な
場
所
に
な

っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

③
勤
労
福
祉
会
館
で
、教
員

の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
た
ち
で

学
習
支
援
等
を
お
こ
な
っ

て
い
る「
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
―

ル
・
ス
テ
ッ
プ
」が
ご
ざ
い
ま

す
。ま
た
学
校
内
に
も
、教
室

に
は
入
り
づ
ら
い
け
れ
ど
も
、

学
校
で
学
び
た
い
と
い
う
子

ど
も
た
ち
の
た
め
の「
校
内

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」も
ご

ざ
い
ま
す
。加
え
て
こ
ど
も

食
堂
で
も
、子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
と
し
て
の
活
動
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

④
ス
テ
ッ
プ
の
活
動
を
少
年

セ
ン
タ
ー
に
委
託
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

⑤
日
野
里
山
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
で
は
、子
ど
も
た
ち
の
学

び
や
活
動
に
つ
い
て
、と
て

も
丁
寧
に
支
援
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、学
習
に
自
信

を
持
っ
た
り
、興
味
を
深
め

た
り
と
、前
向
き
な
姿
が
増

え
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。町
と
し
ま
し
て
は
引
き

続
き
し
っ
か
り
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
今
後
ど
の
よ
う
な

支
援
が
可
能
か
研
究
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
の
再
質
問
、「
ど
の

よ
う
な
支
援
が
可
能

か
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
」と
あ
り
ま
し
た

が
、今
の
時
点
で
支
援
案
と

し
て
出
て
い
る
も
の
は
あ
り

ま
す
か
。　

支
援
に
関
し
て
は

い
く
つ
か
担
当
課
か

ら
聞
い
て
い
て
、今
こ
の
場

で
具
体
的
な
支
援
策
は
上
げ

ら
れ
な
い
で
す
が
、ス
タ
ッ

フ
に
対
し
て
の
人
的
支
援
も

一
つ
の
方
策
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
整
理
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が

あ
る
の
で
研
究
し
て
い
き
、

良
い
形
で
支
援
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
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一 質般 問

森林の持つ多面的機能が発揮されるよう取り組む

森林環境譲与税について

西
にし

澤
ざわ

 正
まさ

治
はる

 議員

　
森
林
保
全
を
目
的

と
す
る
新
税
で
あ
る

森
林
環
境
税
の
徴
収
が
６
月

か
ら
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。１
人
年
間
１
，０
０
０
円

を
個
人
住
民
税
に
上
乗
せ
、

税
収
は「
森
林
環
境
譲
与
税
」

と
し
て
、自
治
体
に
配
分
さ

れ
る
し
く
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
を
目
的
に
行
わ

れ
て
き
た
個
人
住
民
税
の
均

等
割
の
加
算
と
入
れ
替
わ
る

形
で
今
年
か
ら
始
ま
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
森
林
環
境
譲
与
税
は
、

各
自
治
体
に
配
分
さ
れ
、使

途
に
つ
い
て
は
税
の
目
的
に

沿
う
よ
う
林
業
の
担
い
手
の

育
成
、確
保
、公
共
施
設
の
木

造
化
な
ど
に
充
て
ら
れ
る
等

の
制
約
が
あ
る
も
の
の
、す

で
に
２
０
１
９
年
か
ら
一
部

町
へ
配
分
さ
れ
て
お
り
、当

町
に
お
い
て
も
令
和
６
年
度

予
算
に
１
千
２
２
４
万
９
千

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
町
に
お
け
る
税
の
使
途
や

森
林
保
全
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　
森
林
環
境
譲
与
税

の
使
途
に
つ
い
て
は

森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲

与
税
に
関
す
る
法
律
第
34
条
で

森
林
整
備
に
関
す
る
施
策
お
よ

び
森
林
整
備
を
担
う
人
材
の
育

成
や
確
保
、森
林
の
持
つ
公
益

的
機
能
の
普
及
、啓
発
、木
材
の

利
用
促
進
等
に
使
う
よ
う
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

森
林
整
備
に
関
す
る
施
策
と

し
て
、里
山
の
緩
衡
帯
整
備
、

森
林
境
界
明
確
化
事
業
、竹

木
破
砕
機
の
利
用
補
助
、木

材
の
利
用
促
進
に
関
す
る
施

策
と
し
て
、小
学
校
１
年
生

へ
入
学
祝
品
と
し
て
木
製
の

引
き
出
し
の
配
付
、学
童
保

育
所
の
内
装
の
木
質
化
等
に

利
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
森
林
保
全
に
関
す
る
考
え

方
で
す
が
、町
の
第
６
次
総

合
計
画
や
森
林
整
備
計
画
に

お
い
て
、森
林
の
境
界
明
確

化
や
里
山
整
備
等
に
よ
る
木

材
の
利
活
用
、森
林
保
全
事

業
の
推
進
に
よ
り
、森
林
の

持
つ
多
面
的
機
能
が
発
揮
さ

れ
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
５
月
28
日
に
は
梅

雨
に
入
る
前
に
各
地

で
大
雨
に
な
り
、滋
賀
県
南

部
、北
部
に
も
大
雨
警
報
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、大
事

に
は
至
ら
ず
安
堵
し
ま
し
た
。

　
毎
年
、台
風
や
局
地
的
な

集
中
豪
雨
に
よ
り
大
変
な
被

害
が
各
地
で
出
て
い
ま
す
。

町
内
で
も
河
川
が
狭
く
、集

中
的
に
水
が
集
ま
り
被
害
が

出
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
出

雲
川
に
お
い
て
、三
十
坪
、小

御
門
、山
本
集
落
の
住
民
さ

ん
は
不
安
が
絶
え
な
い
と
思

い
ま
す
。以
前
か
ら
要
望
の

出
て
い
る
出
雲
川
の
河
川
改

修
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
出
雲
川
の
改
修
に

つ
い
て
は
、滋
賀
県

に
て
昨
年
度
よ
り
、日
野
川

へ
の
合
流
点
か
ら
山
本
地
先

の
高
橋
ま
で
の
区
間
に
つ
い

て
、流
下
能
力
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、一
部
区
間
で
対

策
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
こ

と
か
ら
計
画
を
検
討
さ
れ
て

お
り
、９
月
頃
に
は
結
果
報

告
を
受
け
る
予
定
を
し
て
お

り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
継
続
し

て
必
佐
地
区
か
ら
、滋
賀
県

に
対
し
て
出
雲
川
に
対
す
る

安
全
対
策
の
要
望
活
動
を
実

施
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。町
に
お
き
ま
し
て
も

毎
年
、知
事
へ
の
要
望
活
動

の
中
で
重
点
要
望
と
位
置
づ

け
要
望
を
お
こ
な
っ
て
お
り

ま
す
。

ニーズ分析を踏まえて充実した公園づくりを目指します

魅力的な公園のあるまち日野町

日
野
町
少
子
化
対
策・子
ど
も
未
来
戦
略
会
議
で
の
議
論
を
進
め
ま
す

　
昨
年
６
月
議
会
で

取
り
上
げ
た「
都
市

公
園（
松
尾
公
園
）の
在
り
方

と
今
後
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」

に
つ
い
て
周
辺
環
境
の
保
全

整
備
や
地
元
企
業
寄
付
に
よ

る
大
型
遊
具
の
設
置
な
ど
改

善
は
進
ん
で
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
が
、さ
ら
に
魅
力
的

な
公
園
の
整
備
を
通
じ
た
ま

ち
づ
く
り
は
ま
だ
ま
だ
道
半

ば
だ
と
感
じ
ま
す
。子
育
て

の
場
と
し
て
不
可
欠
な
存
在

で
あ
る
公
園
に
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
な
視
点
な
ど
も
織
り
交

ぜ
な
が
ら
ど
の
よ
う
な
役
割

を
持
た
せ
充
実
さ
せ
て
い
く

か
。独
自
に
実
施
し
た
公
園

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
も
踏
ま
え
て
お
聞
き
し
ま

す
。

①
ア
ン
ケ
ー
ト
の
公
園
満
足

度
に
対
す
る
捉
え
方

②
松
尾
公
園
・
大
谷
公
園
の

今
後
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
整

備
計
画
等
に
つ
い
て

①
松
尾
公
園
に
つ
い

て
、子
育
て
世
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
公
園
に
近

づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
が
引
き

続
き
ニ
ー
ズ
分
析
を
踏
ま
え

た
改
善
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

大
谷
公
園
は
ス
ポ
ー
ツ
利
用

者
が
多
い
こ
と
か
ら
、さ
ら
に

利
用
が
し
や
す
く
な
る
環
境

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

②
松
尾
公
園
に
つ
い
て
は
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
や
ニ
ー
ズ
分

析
を
踏
ま
え
て
公
園
南
側
の

池
部
分
の
改
善
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。大
谷
公
園
は
次
年
度
の

国
ス
ポ
開
催
、そ
の
後
の
計

画
を
総
合
的
に
判
断
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、満
足
度
向

上
に
向
け
て
改
善
を
進
め
ま

す
。

　「
雪
と
け
て
村
い

っ
ぱ
い
の
子
ど
も
か

な
」（
小
林
一
茶
）令
和
６
年

４
月
24
日
に
発
表
さ
れ
た
人

口
戦
略
会
議
ア
ピ
ー
ル
文
に

記
さ
れ
た
言
葉
で
す
。令
和

６
年・地
方
自
治
体「
持
続
可

能
性
」分
析
レ
ポ
ー
ト
か
ら

当
町
・
他
自
治
体
の
結
果
を

分
析
し
ま
し
た
。

　
日
野
町
に
お
い
て
も
少
子

高
齢
化
の
加
速
と
と
も
に

「
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
社
会
保

障
維
持
の
困
難
さ
」「
労
働
供

給
制
約
」「
地
域
の
担
い
手
不

足
」な
ど
を
喫
緊
の
課
題
と

捉
え
、様
々
な
施
策
が
打
ち

出
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し

な
が
ら
そ
の
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
少
子
高
齢
化
・
人
口
動

態
の
変
化
に
向
き
合
う
危
機

感
を
地
域
住
民
の
方
々
と
共

有
で
き
て
い
る
と
は
決
し
て

言
い
難
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

少
子
化
は
当
町
に
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

の
か
。少
子
化
対
策
本
部
の

立
ち
上
げ
と
そ
の
ね
ら
い
。

地
域
住
民・行
政・関
係
機
関

が
、よ
り
連
帯
を
深
め
こ
の

困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く
た

め
に
中
期
的
な
少
子
化
対
策

に
つ
い
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
お

聞
き
し
ま
す
。

　
当
町
に
お
け
る
少

子
高
齢
化
の
進
行
が

町
に
与
え
る
影
響
は
多
岐
に

渡
り
、労
働
分
野
に
お
い
て

は
工
業
団
地
内
の
企
業
、介

護
や
医
療
現
場
で
の
人
材
確

保
。社
会
保
障
に
お
い
て
は

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険

の
在
り
方
へ
の
影
響
。集
落

機
能
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
考
え
る
上
で
の
担
い
手
不

足
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
分
野
で

の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
人
口
戦
略
会
議
で
の
分
析

結
果
や
総
合
的
な
観
点
か
ら

町
が
抱
え
る
喫
緊
の
課
題
と

捉
え「
日
野
町
少
子
化
対
策
・

子
ど
も
未
来
戦
略
会
議
」を

設
立
。こ
れ
ま
で
の
施
策
を

含
め
て
、関
係
部
署
だ
け
で

は
な
く
広
範
な
施
策
を
協
議

し
役
場
全
体
で
の
取
り
組
み

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
、町
内
み
ん
な
で
子
育

て
、子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
見
守
り「
子
育
て
し
や

す
さ
日
本
一
の
ま
ち
」を
目

指
し
て
い
き
た
い
。住
民
と

行
政
が
一
体
と
な
り
、子
ど

も
た
ち
の
未
来
に
対
し
て
責

任
を
持
ち
、今
で
き
る
こ
と

を
確
実
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

少
子
化
へ
の
危
機
感
と
共
有「
退
化
か
進
化
か
」

福
ふく

永
なが

 晃
あき

仁
ひと

 議員

流
下
能
力
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
計
画
を
検
討

流
域
治
水
で
安
全
な
町
づ
く
り

頻度 目的 満足度
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一 質般 問

次
ペ
ー
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一
般
質
問

11 議会だより
日野町議会

2024.８.15

一 質般 問

森林の持つ多面的機能が発揮されるよう取り組む

森林環境譲与税について

西
にし

澤
ざわ

 正
まさ

治
はる

 議員

　
森
林
保
全
を
目
的

と
す
る
新
税
で
あ
る

森
林
環
境
税
の
徴
収
が
６
月

か
ら
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。１
人
年
間
１
，０
０
０
円

を
個
人
住
民
税
に
上
乗
せ
、

税
収
は「
森
林
環
境
譲
与
税
」

と
し
て
、自
治
体
に
配
分
さ

れ
る
し
く
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
を
目
的
に
行
わ

れ
て
き
た
個
人
住
民
税
の
均

等
割
の
加
算
と
入
れ
替
わ
る

形
で
今
年
か
ら
始
ま
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
森
林
環
境
譲
与
税
は
、

各
自
治
体
に
配
分
さ
れ
、使

途
に
つ
い
て
は
税
の
目
的
に

沿
う
よ
う
林
業
の
担
い
手
の

育
成
、確
保
、公
共
施
設
の
木

造
化
な
ど
に
充
て
ら
れ
る
等

の
制
約
が
あ
る
も
の
の
、す

で
に
２
０
１
９
年
か
ら
一
部

町
へ
配
分
さ
れ
て
お
り
、当

町
に
お
い
て
も
令
和
６
年
度

予
算
に
１
千
２
２
４
万
９
千

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
町
に
お
け
る
税
の
使
途
や

森
林
保
全
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　
森
林
環
境
譲
与
税

の
使
途
に
つ
い
て
は

森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲

与
税
に
関
す
る
法
律
第
34
条
で

森
林
整
備
に
関
す
る
施
策
お
よ

び
森
林
整
備
を
担
う
人
材
の
育

成
や
確
保
、森
林
の
持
つ
公
益

的
機
能
の
普
及
、啓
発
、木
材
の

利
用
促
進
等
に
使
う
よ
う
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

森
林
整
備
に
関
す
る
施
策
と

し
て
、里
山
の
緩
衡
帯
整
備
、

森
林
境
界
明
確
化
事
業
、竹

木
破
砕
機
の
利
用
補
助
、木

材
の
利
用
促
進
に
関
す
る
施

策
と
し
て
、小
学
校
１
年
生

へ
入
学
祝
品
と
し
て
木
製
の

引
き
出
し
の
配
付
、学
童
保

育
所
の
内
装
の
木
質
化
等
に

利
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
森
林
保
全
に
関
す
る
考
え

方
で
す
が
、町
の
第
６
次
総

合
計
画
や
森
林
整
備
計
画
に

お
い
て
、森
林
の
境
界
明
確

化
や
里
山
整
備
等
に
よ
る
木

材
の
利
活
用
、森
林
保
全
事

業
の
推
進
に
よ
り
、森
林
の

持
つ
多
面
的
機
能
が
発
揮
さ

れ
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
５
月
28
日
に
は
梅

雨
に
入
る
前
に
各
地

で
大
雨
に
な
り
、滋
賀
県
南

部
、北
部
に
も
大
雨
警
報
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、大
事

に
は
至
ら
ず
安
堵
し
ま
し
た
。

　
毎
年
、台
風
や
局
地
的
な

集
中
豪
雨
に
よ
り
大
変
な
被

害
が
各
地
で
出
て
い
ま
す
。

町
内
で
も
河
川
が
狭
く
、集

中
的
に
水
が
集
ま
り
被
害
が

出
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
出

雲
川
に
お
い
て
、三
十
坪
、小

御
門
、山
本
集
落
の
住
民
さ

ん
は
不
安
が
絶
え
な
い
と
思

い
ま
す
。以
前
か
ら
要
望
の

出
て
い
る
出
雲
川
の
河
川
改

修
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
出
雲
川
の
改
修
に

つ
い
て
は
、滋
賀
県

に
て
昨
年
度
よ
り
、日
野
川

へ
の
合
流
点
か
ら
山
本
地
先

の
高
橋
ま
で
の
区
間
に
つ
い

て
、流
下
能
力
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、一
部
区
間
で
対

策
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
こ

と
か
ら
計
画
を
検
討
さ
れ
て

お
り
、９
月
頃
に
は
結
果
報

告
を
受
け
る
予
定
を
し
て
お

り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
継
続
し

て
必
佐
地
区
か
ら
、滋
賀
県

に
対
し
て
出
雲
川
に
対
す
る

安
全
対
策
の
要
望
活
動
を
実

施
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。町
に
お
き
ま
し
て
も

毎
年
、知
事
へ
の
要
望
活
動

の
中
で
重
点
要
望
と
位
置
づ

け
要
望
を
お
こ
な
っ
て
お
り

ま
す
。

ニーズ分析を踏まえて充実した公園づくりを目指します

魅力的な公園のあるまち日野町

日
野
町
少
子
化
対
策・子
ど
も
未
来
戦
略
会
議
で
の
議
論
を
進
め
ま
す

　
昨
年
６
月
議
会
で

取
り
上
げ
た「
都
市

公
園（
松
尾
公
園
）の
在
り
方

と
今
後
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」

に
つ
い
て
周
辺
環
境
の
保
全

整
備
や
地
元
企
業
寄
付
に
よ

る
大
型
遊
具
の
設
置
な
ど
改

善
は
進
ん
で
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
が
、さ
ら
に
魅
力
的

な
公
園
の
整
備
を
通
じ
た
ま

ち
づ
く
り
は
ま
だ
ま
だ
道
半

ば
だ
と
感
じ
ま
す
。子
育
て

の
場
と
し
て
不
可
欠
な
存
在

で
あ
る
公
園
に
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
な
視
点
な
ど
も
織
り
交

ぜ
な
が
ら
ど
の
よ
う
な
役
割

を
持
た
せ
充
実
さ
せ
て
い
く

か
。独
自
に
実
施
し
た
公
園

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
も
踏
ま
え
て
お
聞
き
し
ま

す
。

①
ア
ン
ケ
ー
ト
の
公
園
満
足

度
に
対
す
る
捉
え
方

②
松
尾
公
園
・
大
谷
公
園
の

今
後
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
整

備
計
画
等
に
つ
い
て

①
松
尾
公
園
に
つ
い

て
、子
育
て
世
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
公
園
に
近

づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
が
引
き

続
き
ニ
ー
ズ
分
析
を
踏
ま
え

た
改
善
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

大
谷
公
園
は
ス
ポ
ー
ツ
利
用

者
が
多
い
こ
と
か
ら
、さ
ら
に

利
用
が
し
や
す
く
な
る
環
境

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

②
松
尾
公
園
に
つ
い
て
は
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
や
ニ
ー
ズ
分

析
を
踏
ま
え
て
公
園
南
側
の

池
部
分
の
改
善
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。大
谷
公
園
は
次
年
度
の

国
ス
ポ
開
催
、そ
の
後
の
計

画
を
総
合
的
に
判
断
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、満
足
度
向

上
に
向
け
て
改
善
を
進
め
ま

す
。

　「
雪
と
け
て
村
い

っ
ぱ
い
の
子
ど
も
か

な
」（
小
林
一
茶
）令
和
６
年

４
月
24
日
に
発
表
さ
れ
た
人

口
戦
略
会
議
ア
ピ
ー
ル
文
に

記
さ
れ
た
言
葉
で
す
。令
和

６
年・地
方
自
治
体「
持
続
可

能
性
」分
析
レ
ポ
ー
ト
か
ら

当
町
・
他
自
治
体
の
結
果
を

分
析
し
ま
し
た
。

　
日
野
町
に
お
い
て
も
少
子

高
齢
化
の
加
速
と
と
も
に

「
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
社
会
保

障
維
持
の
困
難
さ
」「
労
働
供

給
制
約
」「
地
域
の
担
い
手
不

足
」な
ど
を
喫
緊
の
課
題
と

捉
え
、様
々
な
施
策
が
打
ち

出
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し

な
が
ら
そ
の
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
少
子
高
齢
化
・
人
口
動

態
の
変
化
に
向
き
合
う
危
機

感
を
地
域
住
民
の
方
々
と
共

有
で
き
て
い
る
と
は
決
し
て

言
い
難
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

少
子
化
は
当
町
に
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

の
か
。少
子
化
対
策
本
部
の

立
ち
上
げ
と
そ
の
ね
ら
い
。

地
域
住
民・行
政・関
係
機
関

が
、よ
り
連
帯
を
深
め
こ
の

困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く
た

め
に
中
期
的
な
少
子
化
対
策

に
つ
い
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
お

聞
き
し
ま
す
。

　
当
町
に
お
け
る
少

子
高
齢
化
の
進
行
が

町
に
与
え
る
影
響
は
多
岐
に

渡
り
、労
働
分
野
に
お
い
て

は
工
業
団
地
内
の
企
業
、介

護
や
医
療
現
場
で
の
人
材
確

保
。社
会
保
障
に
お
い
て
は

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険

の
在
り
方
へ
の
影
響
。集
落

機
能
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
考
え
る
上
で
の
担
い
手
不

足
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
分
野
で

の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
人
口
戦
略
会
議
で
の
分
析

結
果
や
総
合
的
な
観
点
か
ら

町
が
抱
え
る
喫
緊
の
課
題
と

捉
え「
日
野
町
少
子
化
対
策
・

子
ど
も
未
来
戦
略
会
議
」を

設
立
。こ
れ
ま
で
の
施
策
を

含
め
て
、関
係
部
署
だ
け
で

は
な
く
広
範
な
施
策
を
協
議

し
役
場
全
体
で
の
取
り
組
み

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
、町
内
み
ん
な
で
子
育

て
、子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
見
守
り「
子
育
て
し
や

す
さ
日
本
一
の
ま
ち
」を
目

指
し
て
い
き
た
い
。住
民
と

行
政
が
一
体
と
な
り
、子
ど

も
た
ち
の
未
来
に
対
し
て
責

任
を
持
ち
、今
で
き
る
こ
と

を
確
実
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

少
子
化
へ
の
危
機
感
と
共
有「
退
化
か
進
化
か
」

福
ふく

永
なが

 晃
あき

仁
ひと

 議員

流
下
能
力
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
計
画
を
検
討

流
域
治
水
で
安
全
な
町
づ
く
り

頻度 目的 満足度
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一 質般 問

（１）「担当者まかせ、グループ・管理職対応を反省。制度充実に努める」と総括！
（２）条例の制定、区長・住民の相談など真摯に取り組む。学校では総合的な学習時間に、自ら考える課題解決学習に取り組んでいる

町の発展には町民一人ひとりに〝創造と進取の気象〟が必要 空き家問題 (１)空き家バンク （２）町の空き家対策について

（
1
）空
き
家
バ
ン
ク
問

題
と
対
策
に
つ
い
て

　
私
は
、一
年
前
の
６
月
定
例

会
で
、僅
か
半
年
間
に
３
件
の

契
約
が
あ
っ
た
豊
田
４
区
の

事
例
に
つ
い
て
、当
時
の
町
の

受
付
時
の
誤
り
か
ら
そ
の
後

の
大
き
な
問
題
に
発
展
し
た

事
を
追
及
し
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
、現
在
も
ゴ
ミ

の
問
題
、協
議
費
の
問
題
、地

域
行
事
の
不
参
加
、新
た
に
小

学
生
の
通
学
問
題
、自
治
会
参

加
拒
否
な
ど
地
域
の
多
く
の

課
題
は
解
決
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
題
は
、町
の
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
で
購
入
さ
れ
た
所
有
者

が
、豊
田
４
区
の
空
き
家
を
さ

ら
に
購
入
し
、賃
貸
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。

　
制
度
上
あ
り
え
な
い
こ
と

が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
町
の
制
度
を
悪
用
し
た
不

動
産
業
に
関
わ
る
人
を
地
域

が
訴
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。地
域
は
受
け
入
れ
る
以
外
、

何
の
対
策
も
な
い
の
で
す
。改

め
て
町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

１
．①
町
の
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
で
購
入
さ
れ
た
所
有
者

が
、豊
田
４
区
の
空
き
家
を

さ
ら
に
購
入
し
、賃
貸
し
て

い
る
現
状
を
ど
の
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
か
。

②
な
ぜ
、外
国
人
入
居
者
が

豊
田
４
区
に
こ
れ
ほ
ど
集
中

し
た
の
か
ど
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
か
。

２
．町
は
、空
き
家
バ
ン
ク
制

度
が
悪
用
さ
れ
て
い
る
現
実

を
直
視
し
、受
付（
入
口
）段
階

か
ら
不
正
を
見
抜
く
力
、担
当

者
任
せ
に
せ
ず
、グ
ル
ー
プ
力
、

管
理
職
も
関
わ
っ
て
の
対
応

な
ど
、こ
の
件
に
対
す
る
総
括

は
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

３
．こ
の
問
題
を
受
け
て
、本

制
度
の
要
綱
が
、令
和
４
年
８

月
１
日
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
正
後
の「
空
き
家
登
録

申
込
者
」お
よ
び「
空
き
家
利

用
希
望
者
登
録
申
込
者
」は

そ
れ
ぞ
れ
何
件
あ
る
の
か
。

ま
た
、同
要
綱
の「
誓
約
書
」

を
提
出
さ
れ
た
件
数
は
。

１
．①
制
度
外
の
不
動

産
売
買
で
あ
り
、購
入

者
に
指
導
す
る
こ
と
は
難
し

い
。②
背
景
に
、人
手
不
足
を

補
う
外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
や
国
籍
に
よ
り
一
戸
建

て
を
望
ま
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

２
．組
織
内
の
報
告
・
連
絡
・

相
談
を
強
化
、部
門
間
の
課

題
共
有
、解
決
を
図
る
。

３
．空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の

要
綱
改
正
に
伴
い
、登
録
希

望
者
44
件
が
、「
誓
約
書
」を

記
入
し
て
い
る
。

　
※
再
質
問
以
降
の
答
弁
で

は
、「
担
当
者
ま
か
せ
、グ
ル
ー

プ
対
応
・
管
理
職
対
応
を
反
省

し
て
い
る
。今
後
、制
度
の
充

実
に
努
め
、地
域
と
の
連
携
を

図
る
」と
総
括
さ
れ
た
。

（
2
）日
野
町
の
空
き

家
の
現
状
と
対
策
に

つ
い
て

１
．今
回
調
査
に
お
い
て
、日

野
町
の
空
き
家
は
５
９
１
戸

あ
り
、前
回
調
査
か
ら
５
年

間
で
34
戸
の
増
と
な
っ
た
。

①「
入
居
可
能
な
空
き
家
」に

つ
い
て
、空
き
家
バ
ン
ク
登

録
へ
の
推
進
、具
体
的
方
策

は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

②
昨
年
12
月
に
は
改
正
特
措

法
が
施
行
さ
れ
、窓
や
壁
の

破
損
を
放
置
す
る
な
ど
、特

定
空
家
に
な
る
恐
れ
の
あ
る

「
管
理
不
全
空
家
」も
勧
告
・

指
導
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

町
と
し
て
条
例
制
定
を
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

２
．10
戸
以
上
の
空
き
家
の

あ
る
区
が
20
区
も
あ
る
が
、

区
長
さ
ん
や
住
民
か
ら
の
空

き
家
に
関
す
る
相
談
件
数
と

内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

３
．石
原
区
の「
特
定
空
家
の

略
式
代
執
行
」に
つ
い
て
、新

聞
報
道
も
あ
り
、住
民
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。こ

の
間
の
進
捗
状
況
と
地
域
に

お
け
る
課
題
な
ど
今
後
の
取

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

１
．①
現
地
調
査
後
、

登
録
を
促
す
通
知
を

送
る
。②
条
例
制
定
は
、研
究

中
で
あ
る
が
、実
効
あ
る
条

例
制
定
を
早
期
に
目
指
す
。

２
．昨
年
度
の
相
談
は
、14
件

で
危
険
な
空
き
家
へ
の
対
策

が
主
な
内
容
で
あ
る
。

３
．石
原
区
の
略
式
代
執
行

は
、６
月
12
日
に
宣
言
し
、８

月
９
日
ま
で
に
完
了
の
予
定
。

引
き
続
き
、土
地
利
用
な
ど

課
題
解
決
に
向
け
て
、地
域

と
共
に
真
摯
に
取
り
組
む
。

　
※
再
質
問
・
再
々
質
問
に

対
し
、「
条
例
の
制
定
、区
長
・

住
民
の
相
談
な
ど
真
摯
に
取

り
組
む
。」と
答
弁
が
あ
っ
た
。

川
かわ

東
ひがし

 昭
あき

男
お

 議員

◇
質
問
を
終
え
て

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、

「
広
報
ひ
の
」で
紹
介
さ
れ

た
西
明
寺
区
や
川
原
区
の

よ
う
な
、移
住
や
定
住
対
策

を
進
め
る
素
晴
ら
し
い
制

度
と
し
て
取
り
組
む
べ
き

も
の
と
思
い
ま
す
。悪
用
さ

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た「
増
え
続
け
る
空
き

家
！
」「
困
る
自
治
会
！
」な

ど
、ま
す
ま
す
大
き
な
課
題

と
な
る
日
野
町
の
空
き
家

対
策
。

　
４
月
の
人
事
異
動
で
担

当
課
を
減
員
す
る
な
ど
推

進
体
制
に
問
題
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
ま
し
た
が
、明

快
な
答
弁
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
の
は
残
念
で
す
。今
回

の
調
査
か
ら
、改
め
て
、現

状
か
ら
深
く
学
び
、空
き
家

対
策
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

略式代執行の様子

　
日
野
小
学
校
の
玄

関
前
の
校
庭
に『
創

造
　
進
取
』と
い
う
言
葉
が

刻
ま
れ
た
石
碑
が
立
っ
て
お

り
、そ
の
裏
に
は「
こ
こ
に
学

ぶ
子
ど
も
た
ち
に
、日
野
商

人
の
心
を
受
け
つ
い
で
も
ら

い
た
い
と
、願
い
を
こ
め
て

こ
の
碑
を
作
る
　
昭
和
63
年

３
月
５
日
　
日
渓
同
窓
会
建

立
」と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
石
碑
が
学
校
に

あ
る
と
い
う
こ
と
は〝
学
ぶ
〟

こ
と
の
本
質
は「
創
造
」で
あ

り「
進
取
」で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
と
私
は

思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
学
校
で
学
び
培

っ
た〝
創
造
と
進
取
の
気
象
〟

は
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も

非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、

特
に〝
日
野
商
人
の
心
を
受

け
つ
い
で
も
ら
い
た
い
〟と

い
う
こ
と
は
、質
素・倹
約
の

み
な
ら
ず
、日
野
商
人
の〝
商

い
の
精
神
〟こ
そ
身
に
付
け

て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
だ
と

思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
質
問
で
す
。学
校

で
は
一
学
期
が
終
わ
る
と
長

い
夏
休
み
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
夏
休
み
に
学
校
の
宿

題
の
他
に

「
自
由
研

究
的
な
課

題
」を
出

し
て
お
ら

れ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　（
教
育
長
）夏
休
み
、

子
ど
も
た
ち
に
は
科

学
的
な
視
点
や
社
会
的
な
視

点
か
ら
の
研
究
テ
ー
マ
を
設

定
し
、自
由
研
究
の
宿
題
を

課
し
て
い
る
。ま
た
読
書
感

想
文
や
絵
画
、書
写
等
へ
の

取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

様
々
な
課
題
の
中
か
ら
子
ど

も
自
ら
選
択
し
取
り
組
め
る

よ
う
支
援
し
な
が
ら「
選
択

課
題
」と
し
て
い
る
。

　
ま
た
小
中
学
校
の
授
業
で

は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
が

あ
り
、こ
の
時
間
に
は
子
ど

も
自
ら
が
課
題
を
設
定
し
、

調
査
・
考
察
・
ま
と
め
を
し
て

発
信
す
る
等
、課
題
解
決
学

習
を
行
っ
て
い
る
。日
野
商

人
の
心
で
あ
る
創
造
と
進
取

を
大
切
に
し
な
が
ら
教
育
実

践
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
。

　
日
野
町
の
町
の
花

は「
ホ
ン
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
」で
す
。こ
れ
は
鎌
掛
の
シ

ャ
ク
ナ
ゲ
渓
に
、国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ホ

ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
群
落
が
あ
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
以

外
に
も
鎌
掛
の
正
法
寺
に
は

樹
齢
３
０
０
年
以
上
と
言
わ

れ
る「
藤
の
花
」の
木
が
あ
り
、

ま
た
音
羽
の
雲
迎
寺
は
別
名

「
さ
つ
き
寺
」と
も
言
わ
れ
、６

月
上
旬
に
は
赤
や
ピ
ン
ク
の

綺
麗
な
花
が
境
内
一
面
に
咲

き
誇
り
ま
す
。

　
こ
の
石
楠
花・藤・さ
つ
き

の
３
つ
の
花
は
、昔
か
ら
日
野

を
代
表
す
る
花
と
し
て
町
民

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の

他
に
も
日
野
に
は「
ダ
リ
ヤ

園
」や「
滋
賀
農
業
公
園
ブ
ル

ー
メ
の
丘
」が
あ
り
、色
々
な

花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。そ
う
い
う
意
味
で
は
日
野

町
を「
花
の
ま
ち
日
野
」と
称

し
て
も
自
然
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　
一
方
見
方
を
変
え
、町
民
自

ら
が
色
々
な
花
を
育
て
る
と

い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
、や

は
り〝
花
を
観
る
〟だ
け
で
な

く〝
花
を
育
て
る
〟と
い
う
目

線
を
育
む
こ
と
も
重
要
か
と

思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
質
問
で
す
が「
花
の

ま
ち
日
野
」を
住
民
パ
ワ
ー
で

盛
り
上
げ
る
た
め
に
は
、住
民

と
し
て
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
、

ま
た
行
政
と
し
て
何
を
応
援
す

れ
ば
よ
い
か
。そ
の
対
策
と
し

て
、花
の
種
の
無
償
配
布
や
プ

ラ
ン
タ
ー
、肥
料
な
ど
の
購
入

に
対
し
補
助
金
を
出
し
て
は
ど

う
か
。ま
た
、小
学
校
で
は
生
徒

に
園
芸
指
導
を
さ
れ
て
い
る
の

か
ど
う
か
も
伺
い
ま
す
。

　
花
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
と
し
て
、

コ
ス
モ
ス
な
ど
の
花
の
種
子

の
交
付
を
行
っ
て
い
る
ほ
か

「
緑
の
募
金
」啓
発
資
材
と
し

て
町
内
各
集
落
へ
種
子
の
配

布
を
行
っ
て
い
る
。こ
の
ほ

か「
社
会
を
美
し
く
・
明
る

く
・
住
み
よ
く
す
る
」花
い
っ

ぱ
い
運
動
を
実
施
さ
れ
る
集

落
に
は
、既
存
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
活
動
支
援
事
業
補
助
金
や

農
地
維
持
支
払
補
助
金
を
活

用
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
を

行
っ
て
い
く
。

　（
教
育
長
）学
校
で
の
花
を

育
て
る
活
動
に
つ
い
て
は
、

小
学
１
・
２
年
生
の
生
活
科

の
学
習
で
朝
顔
や
ひ
ま
わ
り

等
の
種
を
蒔
き
観
察
し
な
が

ら
育
て
て
い
る
。３
年
生
以

上
は
理
科
の
学
習
で
花
や
野

菜
を
育
て
、成
長
の
条
件
を

調
べ
る
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
る
。ま
た
プ
ラ
ン
タ
ー
で

育
て
た
花
は
運
動
会
や
卒
業

式
等
の

行
事
で

飾
っ
て

い
る
。

髙
たか

橋
はし

 源
げん

三
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郎
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 議員

「
花
の
ま
ち
日
野
」を
住
民
パ
ワ
ー
で
盛
り
上
げ
を

花
も
補
助
金
制
度
が
あ
り
、活
用
に
つ
い
て
周
知
を
図
る
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一 質般 問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

13 議会だより
日野町議会

2024.８.15

一 質般 問

（１）「担当者まかせ、グループ・管理職対応を反省。制度充実に努める」と総括！
（２）条例の制定、区長・住民の相談など真摯に取り組む。学校では総合的な学習時間に、自ら考える課題解決学習に取り組んでいる

町の発展には町民一人ひとりに〝創造と進取の気象〟が必要 空き家問題 (１)空き家バンク （２）町の空き家対策について

（
1
）空
き
家
バ
ン
ク
問

題
と
対
策
に
つ
い
て

　
私
は
、一
年
前
の
６
月
定
例

会
で
、僅
か
半
年
間
に
３
件
の

契
約
が
あ
っ
た
豊
田
４
区
の

事
例
に
つ
い
て
、当
時
の
町
の

受
付
時
の
誤
り
か
ら
そ
の
後

の
大
き
な
問
題
に
発
展
し
た

事
を
追
及
し
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
、現
在
も
ゴ
ミ

の
問
題
、協
議
費
の
問
題
、地

域
行
事
の
不
参
加
、新
た
に
小

学
生
の
通
学
問
題
、自
治
会
参

加
拒
否
な
ど
地
域
の
多
く
の

課
題
は
解
決
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
題
は
、町
の
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
で
購
入
さ
れ
た
所
有
者

が
、豊
田
４
区
の
空
き
家
を
さ

ら
に
購
入
し
、賃
貸
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。

　
制
度
上
あ
り
え
な
い
こ
と

が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
町
の
制
度
を
悪
用
し
た
不

動
産
業
に
関
わ
る
人
を
地
域

が
訴
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。地
域
は
受
け
入
れ
る
以
外
、

何
の
対
策
も
な
い
の
で
す
。改

め
て
町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

１
．①
町
の
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
で
購
入
さ
れ
た
所
有
者

が
、豊
田
４
区
の
空
き
家
を

さ
ら
に
購
入
し
、賃
貸
し
て

い
る
現
状
を
ど
の
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
か
。

②
な
ぜ
、外
国
人
入
居
者
が

豊
田
４
区
に
こ
れ
ほ
ど
集
中

し
た
の
か
ど
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
か
。

２
．町
は
、空
き
家
バ
ン
ク
制

度
が
悪
用
さ
れ
て
い
る
現
実

を
直
視
し
、受
付（
入
口
）段
階

か
ら
不
正
を
見
抜
く
力
、担
当

者
任
せ
に
せ
ず
、グ
ル
ー
プ
力
、

管
理
職
も
関
わ
っ
て
の
対
応

な
ど
、こ
の
件
に
対
す
る
総
括

は
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

３
．こ
の
問
題
を
受
け
て
、本

制
度
の
要
綱
が
、令
和
４
年
８

月
１
日
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
正
後
の「
空
き
家
登
録

申
込
者
」お
よ
び「
空
き
家
利

用
希
望
者
登
録
申
込
者
」は

そ
れ
ぞ
れ
何
件
あ
る
の
か
。

ま
た
、同
要
綱
の「
誓
約
書
」

を
提
出
さ
れ
た
件
数
は
。

１
．①
制
度
外
の
不
動

産
売
買
で
あ
り
、購
入

者
に
指
導
す
る
こ
と
は
難
し

い
。②
背
景
に
、人
手
不
足
を

補
う
外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
や
国
籍
に
よ
り
一
戸
建

て
を
望
ま
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

２
．組
織
内
の
報
告
・
連
絡
・

相
談
を
強
化
、部
門
間
の
課

題
共
有
、解
決
を
図
る
。

３
．空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の

要
綱
改
正
に
伴
い
、登
録
希

望
者
44
件
が
、「
誓
約
書
」を

記
入
し
て
い
る
。

　
※
再
質
問
以
降
の
答
弁
で

は
、「
担
当
者
ま
か
せ
、グ
ル
ー

プ
対
応
・
管
理
職
対
応
を
反
省

し
て
い
る
。今
後
、制
度
の
充

実
に
努
め
、地
域
と
の
連
携
を

図
る
」と
総
括
さ
れ
た
。

（
2
）日
野
町
の
空
き

家
の
現
状
と
対
策
に

つ
い
て

１
．今
回
調
査
に
お
い
て
、日

野
町
の
空
き
家
は
５
９
１
戸

あ
り
、前
回
調
査
か
ら
５
年

間
で
34
戸
の
増
と
な
っ
た
。

①「
入
居
可
能
な
空
き
家
」に

つ
い
て
、空
き
家
バ
ン
ク
登

録
へ
の
推
進
、具
体
的
方
策

は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

②
昨
年
12
月
に
は
改
正
特
措

法
が
施
行
さ
れ
、窓
や
壁
の

破
損
を
放
置
す
る
な
ど
、特

定
空
家
に
な
る
恐
れ
の
あ
る

「
管
理
不
全
空
家
」も
勧
告
・

指
導
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

町
と
し
て
条
例
制
定
を
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

２
．10
戸
以
上
の
空
き
家
の

あ
る
区
が
20
区
も
あ
る
が
、

区
長
さ
ん
や
住
民
か
ら
の
空

き
家
に
関
す
る
相
談
件
数
と

内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

３
．石
原
区
の「
特
定
空
家
の

略
式
代
執
行
」に
つ
い
て
、新

聞
報
道
も
あ
り
、住
民
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。こ

の
間
の
進
捗
状
況
と
地
域
に

お
け
る
課
題
な
ど
今
後
の
取

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

１
．①
現
地
調
査
後
、

登
録
を
促
す
通
知
を

送
る
。②
条
例
制
定
は
、研
究

中
で
あ
る
が
、実
効
あ
る
条

例
制
定
を
早
期
に
目
指
す
。

２
．昨
年
度
の
相
談
は
、14
件

で
危
険
な
空
き
家
へ
の
対
策

が
主
な
内
容
で
あ
る
。

３
．石
原
区
の
略
式
代
執
行

は
、６
月
12
日
に
宣
言
し
、８

月
９
日
ま
で
に
完
了
の
予
定
。

引
き
続
き
、土
地
利
用
な
ど

課
題
解
決
に
向
け
て
、地
域

と
共
に
真
摯
に
取
り
組
む
。

　
※
再
質
問
・
再
々
質
問
に

対
し
、「
条
例
の
制
定
、区
長
・

住
民
の
相
談
な
ど
真
摯
に
取

り
組
む
。」と
答
弁
が
あ
っ
た
。

川
かわ

東
ひがし

 昭
あき

男
お

 議員

◇
質
問
を
終
え
て

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、

「
広
報
ひ
の
」で
紹
介
さ
れ

た
西
明
寺
区
や
川
原
区
の

よ
う
な
、移
住
や
定
住
対
策

を
進
め
る
素
晴
ら
し
い
制

度
と
し
て
取
り
組
む
べ
き

も
の
と
思
い
ま
す
。悪
用
さ

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た「
増
え
続
け
る
空
き

家
！
」「
困
る
自
治
会
！
」な

ど
、ま
す
ま
す
大
き
な
課
題

と
な
る
日
野
町
の
空
き
家

対
策
。

　
４
月
の
人
事
異
動
で
担

当
課
を
減
員
す
る
な
ど
推

進
体
制
に
問
題
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
ま
し
た
が
、明

快
な
答
弁
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
の
は
残
念
で
す
。今
回

の
調
査
か
ら
、改
め
て
、現

状
か
ら
深
く
学
び
、空
き
家

対
策
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

略式代執行の様子

　
日
野
小
学
校
の
玄

関
前
の
校
庭
に『
創

造
　
進
取
』と
い
う
言
葉
が

刻
ま
れ
た
石
碑
が
立
っ
て
お

り
、そ
の
裏
に
は「
こ
こ
に
学

ぶ
子
ど
も
た
ち
に
、日
野
商

人
の
心
を
受
け
つ
い
で
も
ら

い
た
い
と
、願
い
を
こ
め
て

こ
の
碑
を
作
る
　
昭
和
63
年

３
月
５
日
　
日
渓
同
窓
会
建

立
」と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
石
碑
が
学
校
に

あ
る
と
い
う
こ
と
は〝
学
ぶ
〟

こ
と
の
本
質
は「
創
造
」で
あ

り「
進
取
」で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
と
私
は

思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
学
校
で
学
び
培

っ
た〝
創
造
と
進
取
の
気
象
〟

は
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も

非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、

特
に〝
日
野
商
人
の
心
を
受

け
つ
い
で
も
ら
い
た
い
〟と

い
う
こ
と
は
、質
素・倹
約
の

み
な
ら
ず
、日
野
商
人
の〝
商

い
の
精
神
〟こ
そ
身
に
付
け

て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
だ
と

思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
質
問
で
す
。学
校

で
は
一
学
期
が
終
わ
る
と
長

い
夏
休
み
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
夏
休
み
に
学
校
の
宿

題
の
他
に

「
自
由
研

究
的
な
課

題
」を
出

し
て
お
ら

れ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　（
教
育
長
）夏
休
み
、

子
ど
も
た
ち
に
は
科

学
的
な
視
点
や
社
会
的
な
視

点
か
ら
の
研
究
テ
ー
マ
を
設

定
し
、自
由
研
究
の
宿
題
を

課
し
て
い
る
。ま
た
読
書
感

想
文
や
絵
画
、書
写
等
へ
の

取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

様
々
な
課
題
の
中
か
ら
子
ど

も
自
ら
選
択
し
取
り
組
め
る

よ
う
支
援
し
な
が
ら「
選
択

課
題
」と
し
て
い
る
。

　
ま
た
小
中
学
校
の
授
業
で

は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
が

あ
り
、こ
の
時
間
に
は
子
ど

も
自
ら
が
課
題
を
設
定
し
、

調
査
・
考
察
・
ま
と
め
を
し
て

発
信
す
る
等
、課
題
解
決
学

習
を
行
っ
て
い
る
。日
野
商

人
の
心
で
あ
る
創
造
と
進
取

を
大
切
に
し
な
が
ら
教
育
実

践
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
。

　
日
野
町
の
町
の
花

は「
ホ
ン
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
」で
す
。こ
れ
は
鎌
掛
の
シ

ャ
ク
ナ
ゲ
渓
に
、国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ホ

ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
群
落
が
あ
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
以

外
に
も
鎌
掛
の
正
法
寺
に
は

樹
齢
３
０
０
年
以
上
と
言
わ

れ
る「
藤
の
花
」の
木
が
あ
り
、

ま
た
音
羽
の
雲
迎
寺
は
別
名

「
さ
つ
き
寺
」と
も
言
わ
れ
、６

月
上
旬
に
は
赤
や
ピ
ン
ク
の

綺
麗
な
花
が
境
内
一
面
に
咲

き
誇
り
ま
す
。

　
こ
の
石
楠
花・藤・さ
つ
き

の
３
つ
の
花
は
、昔
か
ら
日
野

を
代
表
す
る
花
と
し
て
町
民

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の

他
に
も
日
野
に
は「
ダ
リ
ヤ

園
」や「
滋
賀
農
業
公
園
ブ
ル

ー
メ
の
丘
」が
あ
り
、色
々
な

花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。そ
う
い
う
意
味
で
は
日
野

町
を「
花
の
ま
ち
日
野
」と
称

し
て
も
自
然
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　
一
方
見
方
を
変
え
、町
民
自

ら
が
色
々
な
花
を
育
て
る
と

い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
、や

は
り〝
花
を
観
る
〟だ
け
で
な

く〝
花
を
育
て
る
〟と
い
う
目

線
を
育
む
こ
と
も
重
要
か
と

思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
質
問
で
す
が「
花
の

ま
ち
日
野
」を
住
民
パ
ワ
ー
で

盛
り
上
げ
る
た
め
に
は
、住
民

と
し
て
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
、

ま
た
行
政
と
し
て
何
を
応
援
す

れ
ば
よ
い
か
。そ
の
対
策
と
し

て
、花
の
種
の
無
償
配
布
や
プ

ラ
ン
タ
ー
、肥
料
な
ど
の
購
入

に
対
し
補
助
金
を
出
し
て
は
ど

う
か
。ま
た
、小
学
校
で
は
生
徒

に
園
芸
指
導
を
さ
れ
て
い
る
の

か
ど
う
か
も
伺
い
ま
す
。

　
花
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
と
し
て
、

コ
ス
モ
ス
な
ど
の
花
の
種
子

の
交
付
を
行
っ
て
い
る
ほ
か

「
緑
の
募
金
」啓
発
資
材
と
し

て
町
内
各
集
落
へ
種
子
の
配

布
を
行
っ
て
い
る
。こ
の
ほ

か「
社
会
を
美
し
く
・
明
る

く
・
住
み
よ
く
す
る
」花
い
っ

ぱ
い
運
動
を
実
施
さ
れ
る
集

落
に
は
、既
存
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
活
動
支
援
事
業
補
助
金
や

農
地
維
持
支
払
補
助
金
を
活

用
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
を

行
っ
て
い
く
。

　（
教
育
長
）学
校
で
の
花
を

育
て
る
活
動
に
つ
い
て
は
、

小
学
１
・
２
年
生
の
生
活
科

の
学
習
で
朝
顔
や
ひ
ま
わ
り

等
の
種
を
蒔
き
観
察
し
な
が

ら
育
て
て
い
る
。３
年
生
以

上
は
理
科
の
学
習
で
花
や
野

菜
を
育
て
、成
長
の
条
件
を

調
べ
る
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
る
。ま
た
プ
ラ
ン
タ
ー
で

育
て
た
花
は
運
動
会
や
卒
業

式
等
の

行
事
で

飾
っ
て

い
る
。

髙
たか

橋
はし

 源
げん

三
ざぶ

郎
ろう

 議員

「
花
の
ま
ち
日
野
」を
住
民
パ
ワ
ー
で
盛
り
上
げ
を

花
も
補
助
金
制
度
が
あ
り
、活
用
に
つ
い
て
周
知
を
図
る

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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住環境の整備・・・中長期的に連携して取り組む　
移住の促進・・・少子化・子ども未来戦略会議を立ち上げ

お粗末になっていないか？…懇話会の最終提言書

「
近
江
日
野
産
日
野
菜
」の
生
産
拡
大
に
つ
い
て

　
日
野
町
幼
児
教
育

保
育
の
在
り
方
懇
話

会（
以
下
懇
話
会
）の
最
終
提

言
書
が
あ
ま
り
に
も
お
粗
末

な
扱
い
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

　
唐
突
に
出
さ
れ
て
き
た
の

が
、小
規
模
保
育
事
業
の
募

集
や
、た
っ
た
３
ペ
ー
ジ
の

幼
児
教
育
保
育
環
境
整
備
計

画
案
。こ
れ
ら
箱
物
の
こ
と

ば
か
り
。

　
懇
話
会
の
提
案
を
受
け
て

真
っ
先
に
や
る
こ
と
は「
幼

児
教
育
保
育
の
未
来
に
向
け

て
の
方
針
」を
決
め
て
い
く

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
、

抜
け
落
ち
て
い
る
の
で
す
。

　
懇
話
会
の
提
案
は
左
の
４

点
が
要
で
あ
り
、日
野
の
将

来
に
向
け
待
っ
た
無
し
の
少

子
化
対
策
に
歯
止
め
が
掛
け

ら
れ
る
施
策
も
あ
り
、何
の

た
め
に
幼
保
施
設
の
再
編
を

し
て
い
く
の
か
。も
っ
と
大

事
に
し
て
ほ
し
い
と
の
想
い

を
伝
え
、町
の
方
針
を
伺
い

ま
す
。　

住
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
は
、様
々
な

法
規
制
等
も
あ
り
専
門
的
知

見
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、

中
長
期
的
に
連
携
し
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。　

　

子
育
て
世
帯
の
移
住
の
促

進
は
、日
野
町
結
婚
新
生
活

支
援
補
助
金
を
創
設
し「
日

野
町
少
子
化
対
策
・
子
ど
も

未
来
戦
略
会
議
」を
立
ち
上

げ
議
論
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
の
春
作
日
野

菜
の
栽
培
は
天
候
の

不
順
も
あ
り
、特
に
私
が
作

る
水
田
地
で
は
良
品
の
日
野

菜
が
収
穫
で
き
ず
、頭
を
悩

ま
せ
ま
し
た
。栽
培
面
積
の

割
り
に
出
荷
数
量
が
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
状
況
だ
っ
た

の
で
す
。

　
令
和
４
年
10
月
に
Ｇ
Ｉ
認

証
を
受
け
た「
近
江
日
野
産

日
野
菜
」は
、販
売
が
好
調
に

推
移
し
て
お
り
、生
産
拡
大

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
求
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、生
産
者
の
高
齢

化
な
ど
も
重
な
り
、栽
培
面

積
が
伸
び
悩
み
、Ｊ
Ａ
加
工

施
設
へ
の
出
荷
数
量
減
少
で
、

販
売
に
支
障
を
き
た
す
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま

す
。

　
今
一
度
、栽
培
目
標
値
10

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し
て
の
実

績
値
、日
野
菜
漬
な
ど
の
加

工
品
生
産
状
況
、販
売
状
況

な
ど
を
確
認
し
、生
産
拡
大

や
生
産
振
興
施
策
を
伺
い
ま

す
。

　

日
野
菜
加
工
品
の

販
売
数
は
、令
和
４

年
度
に
過
去
最
大
と
な
り
、

令
和
５
年
度
も
好
調
に
推
移

し
て
お
り
、日
野
菜
の
生
産

が
追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況

で
す
。

　

新
し
い
加
工
品
と
し
て
は
、

日
野
菜
漬
け
コ
ロ
ッ
ケ
が
、

学
校
給
食
や
町
内
外
の
イ
ベ

ン
ト
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
野
菜
振
興
施
策
に
つ
い

て
は
、生
産
者
に
対
し
て
、機

械
の
導
入
等
に
対
す
る
支
援

や
、畑
地
で
の
作
付
面
積
に

応
じ
た
支
援
等
を
実
施
し
て

い
る
ほ
か
、今
年
度
か
ら
は

日
野
菜
振
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
雇
用
し
、ほ
場
巡
回

に
よ
る
生
産
者
へ
の
指
導
助

言
や
各
種
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
年
の
秋
作
は
、春
作
の

収
量
不
足
を
カ
バ
ー
し
て
い

く
た
め
に
も
、６
・
７
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
栽
培
面
積
必
達
に
向

け
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

需
要
が
増
え
る
一方
で
、日
野
菜
の
生
産
が
追
い
つ
い
て
い
な
い

山
やま

本
もと

 秀
ひで

喜
き

 議員

◇
最
後
に
要
望

　

日
野
町
で
は
子
育
て
世

帯
、新
婚
世
帯
が
住
宅
を

持
と
う
と
し
て
も
建
て

ら
れ
る
場
所
が
限
ら
れ
る

「
開
発
規
制（
農
業
振
興
地

域
、市
街
化
調
整
区
域
）」

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。先

進
地
で
は
長
年
か
け
て
緩

和
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ

り
、ア
ク
シ
ョ
ン
が
取
れ

な
い
も
の
な
の
か
要
望
し

ま
し
た
。

子育て環境の将来像の提案
１．�子育てしようとする人が住みた
くなる住環境

２．�長時間保育ニーズ、保育士不足、�
園舎の耐用年数の超過、�
自然と触れ合いへの対応

３．�保育者の目指す保育の実現への
対応

４．�地域で育てる

「近江日野産日野菜」の生産販売状況
令和３年 令和４年 令和５年

日野菜の
栽培面積 8.6ha 7.6ha 5.7ha

日野菜加工品
生産数量（JA） 65,000袋 82,000袋 75,000袋

日野菜加工品
販売数量（JA） 60,000袋 74,000袋 73,000袋
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一 質般 問

全体的な進歩状況に応じてその都度説明

新こども園基本構想設計委託について

松
まつ

田
だ

 洋
よう

子
こ

 議員

　
日
野
町
幼
児
教
育

保
育
の
在
り
方
懇
話

会
の
最
終
提
言
書
の
幼
児
教

育
保
育
施
設
の
整
備
計
画
は
、

幼
稚
園
の
廃
止
を
前
提
と
し

て
お
り
、
町
立
こ
ど
も
園
２

園
、
私
立
保
育
園
２
園
、
小

規
模
保
育
施
設
２
園
程
度
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
野
町
幼

児
教
育
保
育
環
境
整
備
計
画

案
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
が

１
つ
増
え
３
園
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
ぜ
増
え
た
の
か
理

由
を
伺
う
。「
新
こ
ど
も
園
」

と
は
、
ど
の
よ
う
な
規
模
で

あ
り
、
こ
れ
を
実
施
す
る
な

ら
ど
の
施
設
を
廃
止
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

公
立
こ
ど
も
園
に

つ
い
て
「
日
野
町
幼

児
教
育
保
育
の
在
り
方
検
討

懇
話
会
」
の
議
論
を
踏
ま
え

つ
つ
、
今
後
の
保
育
ニ
ー
ズ

等
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
現
時
点
に
お
け
る
施
設

数
は
３
園
と
想
定
し
て
い

る
。
新
こ
ど
も
園
の
規
模
や

個
別
の
各
施
設
の
再
編
整
備

計
画
に
つ
い
て
は
、
新
こ
ど

も
園
の
基
本
構
想
策
定
委
託

業
務
を
含
め
、
全
体
的
な
進

捗
状
況
に
応
じ
て
そ
の
都
度

説
明
す
る
。

①
最
終
提
言
書
で
は

「
地
域
が
主
導
す
る

小
規
模
保
育
施
設
等
」
と
し

て
お
り
、「
地
域
主
導
」
が

強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

こ
と
が
募
集
要
項
に
書
か
れ

て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

②
小
規
模
保
育
所
の
設
置
目

的
は
「
地
域
で
育
て
る
」
で

あ
り
「
待
機
児
童
対
策
」
と

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
最
終

提
言
書
で
は
「
保
育
士
不

足
」
が
原
因
で
待
機
児
童
が

い
る
。
保
育
士
が
確
保
で
き

れ
ば
、
既
存
の
保
育
所
、
こ

ど
も
園
で
待
機
児
童
対
策
が

で
き
ま
す
。
い
か
が
で
す
か
。

③
要
項
で
は
、
募
集
地
域
は

「
日
野
町
内
全
域
」
で
応
募

事
業
者
が
希
望
す
れ
ば
ど
の

施
設
で
も
利
用
で
き
る
。

施
設
を
「
譲
渡
」
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
か
。

④
募
集
開
始
か
ら
１
カ
月
足

ら
ず
で
の
申
請
は
極
め
て
困

難
と
考
え
ま
す
。
事
前
に
関

係
業
者
か
ら
の
相
談
が
あ
っ

た
の
か
、
現
在
の
応
募
状
況

を
問
う
。

⑤
要
綱
で
は
「
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
、
具
体
的
な
対
策
を
講

じ
る
」
と
あ
る
が
、
事
業
者

の
撤
退
を
予
定
し
て
い
る
の

か
。

①
保
育
所
運
営
の
経

験
豊
富
な
民
間
事
業

者
の
公
募
を
行
う
。
ま
た
、

地
域
と
の
信
頼
関
係
を
築
け

る
事
業
者
、
町
の
保
育
行
政

に
積
極
的
に
協
力
で
き
る
事

業
者
を
選
定
し
て
い
く
。

②
国
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
で
「
小
規
模
保
育
事
業

施
設
」
は
待
機
児
童
解
消
を

図
る
と
位
置
付
け
て
い
る
。

ま
た
、
町
内
の
公
立
幼
児
教

育
保
育
施
設
を
新
こ
ど
も
園

や
小
規
模
保
育
事
業
所
に
再

編
整
備
す
る
こ
と
で
、
適
正

な
保
育
規
模
の
確
保
等
が
可

能
と
な
り
、
保
育
士
不
足
の

解
消
に
つ
な
が
る
。

③
す
べ
て
の
公
立
施
設
が
譲

渡
の
対
象
と
な
る
わ
け
で
は

な
く
、
事
業
者
と
の
協
議
の

中
で
、
適
切
に
判
断
し
て
い

く
。

④
他
市
町
の
取
り
組
み
状
況

を
参
考
に
し
て
い
る
。
応
募

状
況
に
つ
い
て
は
、
募
集
期

間
で
あ
る
の
で
回
答
は
差
し

控
え
ま
す
。

⑤
安
定
し
た
運
営
を
前
提
と

し
て
募
集
し
て
い
る
の
で
事

業
者
の
撤
退
は
想
定
し
て
い

な
い
。

日
野
町
小
規
模
保
育
事
業
の
募
集
に
つ
い
て

待
機
児
童
対
策
と
保
育
士
不
足
の
解
消
の
た
め
進
め
て
い
く

◇
質
問
を
終
え
て

　

小
規
模
保
育
事
業
の

募
集
は
、
多
く
の
疑
問

と
問
題
点
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
い
っ

た
ん
中
止
し
て
、
事
実

経
過
を
し
っ
か
り
と
明

ら
か
に
す
る
べ
き
で
す
。

　

よ
り
良
い
幼
児
教
育

保
育
環
境
の
実
現
に
向

け
て
、
保
育
士
の
確
保

な
ど
引
き
続
き
町
は
町

立
・
私
立
を
含
め
て
努

力
す
る
べ
き
で
す
。
幼

稚
園
を
全
廃
し
て
、
こ

ど
も
園
3
園
で
公
立
で

の
保
育
士
不
足
は
解
消

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
私
立
園
の
保
育
士

不
足
は
解
消
し
ま
す
か
。

　

最
終
提
言
を
口
実
に
、

町
に
と
っ
て
、
都
合
の

良
い
と
こ
ろ
だ
け
を
利

用
し
、
強
引
に
進
め
る

こ
と
は
や
め
る
べ
き
で

す
。
全
体
像
を
明
ら
か

に
し
て
、
丁
寧
な
、
開

か
れ
た
議
論
を
す
る
べ

き
で
す
。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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「
中
山
間
地
等
直

接
支
払
制
度
」が
日

野
町
で
も
実
施
さ
れ
私
の
地

区
で
も
評
価
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。令
和
７
年
か
ら

第
６
期
対
策
と
な
り
町
と
し

て
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

①
緩
傾
斜
へ
も
広
が
り
ま
す

が
今
後
は
何
集
落
が
対
象
と

な
り
、不
参
加
の
集
落
も
あ

り
ま
す
か
。

②
予
算
規
模
の
変
化
。

③
参
加
し
な
い
集
落
の
理
由

は
把
握
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

④
各
集
落
の
農
業
組
合
長
が

集
ま
る
会
合
は
あ
り
ま
す
か
。

　
次
に
森
林
環
境
譲
与
税
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。森
林
の

代
表
的
な
機
能
に
温
室
効
果

ガ
ス
、災
害
防
止
、水
源
の
涵か

ん

養よ
う

が
あ
り
ま
す
。私
た
ち
は

森
林
環
境
税
を
払
い
ま
す
が
、

日
野
町
に
自
治
体
の
財
源
と

し
て
日
野
町
に
も
１
千
２
百

万
円
が
譲
与
さ
れ
ま
す
。林

野
庁
に
よ
る
と
森
林
整
備
や

木
材
の
利
用
促
進
の
ほ
か
幅

広
く
利
用
で
き
る
よ
う
で
す
。

ま
た
地
籍
調
査
と「
森
林
境

界
明
確
化
事
業
」と
連
携
で

き
る
と
の
情
報
も
あ
り
ま
す
。

⑤
日
野
町
で
支
出
実
績
や
今

後
地
籍
調
査
と
の
連
携
に
つ

い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

①
緩
傾
斜
地
を
1
／

50
ま
で
拡
大
す
る
と

対
象
組
織
は
23
組
織
に
な
り

18
組
織
が
取
り
組
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

②
現
在
は
７
百
万
円
の
総
事

業
費
が
約
３
千
万
円
と
な
り

ま
す
。

③
役
員
の
な
り
手
不
足
や
書

類
作
成
に
か
か
る
手
間
、対

象
農
地
が
集
落
全
体
で
な
い

こ
と
を
不
参
加
の
理
由
と
し

て
聞
い
て
い
ま
す
。

④
組
合
長
会
議
は
年
に
５
回

程
度
、関
係
団
体
と
連
携
し

て
時
々
の
情
報
提
供
や
依
頼

事
項
の
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

⑤
支
出
実
績
と
し
て
は
里
山

の
緩
衝
帯
整
備
、竹
木
破
砕

機
へ
の
補
助
、小
学
一
年
生

へ
木
製
引
出
し
の
配
布
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。地
籍
調

査
と
森
林
境
界
明
確
化
事
業

の
連
携
に
つ
い
て
は
、当
町

は
人
家
周
辺
の
地
籍
調
査
を

優
先
し
て
お
り
当
分
の
間
は

難
し
い
状
況
で
す
。

　
「
第
２
期
日
野
町

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」は
本
年
の
令

和
６
年
度
に
終
わ
り
を
迎
え

ま
す
。全
国
各
自
治
体
で
も

令
和
７
年
度
か
ら
は
次
期
の

支
援
事
業
計
画
が
実
施
さ
れ

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
第
２
期
の
当
町
の
計
画
の

中
で
は
令
和
６
年
度
に
標
題

の
事
業
が
開
始
さ
れ
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、予
算
や
人
材
、施
設
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、今
年
度

中
の
実
施
が
で
き
な
い
と
昨

年
の
議
会
の
私
の
一
般
質
問

で
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。し

か
し
、病
児
保
育
を
待
ち
望

ん
で
お
ら
れ
る
共
働
き
の
ご

家
庭
や
、ひ
と
り
親
世
帯
は

た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

　
近
隣
府
県
で
も
未
実
施
は

京
都
府
で
和
束
町
の
１
町
だ

け
で
三
重
県
で
も
紀
北
町
と

紀
宝
町
の
２
町
だ
け
で
す
。

　
県
内
で
も
竜
王
町
と
日
野

町
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

竜
王
町
で
は
今
般
の
町
長
選

に
お
い
て
公
約
に
取
り
上
げ

て
い
る
候
補
者
が
お
ら
れ
ま

し
た
。導
入
に
む
け
た
動
き

が
加
速
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
町
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

①
こ
の
事
業
を
他
市
町
が
実

施
し
て
い
る
理
由
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
ま
す
か
。

②
次
期
の
子
育
て
支
援
事
業

計
画
に
お
い
て
病
児
保
育
・

病
後
児
保
育
を
組
み
入
れ
る

予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

③
ま
た
組
み
入
れ
る
の
な
ら

実
施
を
何
年
先
と
考
え
て
い

ま
す
か
。

④
日
野
町
で
も
彦
根
市
周
辺

の
町
が
行
っ
て
い
る
よ
う
に

当
面
、東
近
江
市
や
甲
賀
市

と
広
域
連
携
し
て
実
施
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
か
。

①
病
児
保
育
等
を
実

施
す
る
こ
と
で
、保

護
者
が
仕
事
を
休
む
こ
と
な

く
、安
心
し
て
病
気
の
子
ど

も
を
預
け
ら
れ
る
事
業
で
あ

る
と
承
知
し
て
い
ま
す
が
実

施
に
は
医
療
機
関
と
の
調
整

や
、専
門
員
の
確
保
等
が
必

要
で
あ
り
、他
市
町
も
非
常

に
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

②
町
と
し
て
も
病
児
保
育
等

の
ニ
ー
ズ
や
意
義
は
十
分
理

解
し
て
お
り
医
療
機
関
等
と

協
議
を
し
て
い
ま
す
。諸
課

題
が
あ
り
開
設
に
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。第
３
期
の
同
事
業

計
画
へ
の
記
載
に
つ
い
て
も

課
題
解
決
で
き
る
よ
う
引
き

続
き
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

③
②
の
こ
と
か
ら
実
施
年
度

は
現
時
点
で
は
未
定
で
す
。

④
様
々
な
実
施
方
法
が
あ
る

た
め
、引
き
続
き
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

病
児
保
育
、病
後
児
保
育
の
早
期
実
施
に
つ
い
て

場
所
や
職
員
確
保
の
問
題
解
決
に
向
け
引
き
続
き
検
討
す
る

日野町の中山間地域の農林業を守り育てる
森林境界明確化事業と地籍調査の連携は難しい

柚
ゆの

木
き

 記
き

久
く

雄
お

 議員
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一 質般 問

広い視野での補助金の再編などはあり得る

男女共同参画計画を全住民参画計画にしては？

野
の

矢
や

 貴
たか

之
ゆき

 議員

▲�住民参画の障壁を考えれば、�
解決すべき課題が見えやすい

◀�

地
域
の
み
ん
な
で

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
声
掛
け
を
！

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
動
支
援
を
推
進
す
る
際
の
課
題
は
？

　
日
野
町
の
小
中
学

校
で
昨
年
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

行
動
支
援
」が
今
年
か
ら
本

格
始
動
だ
と
聞
い
て
い
る
。

こ
ど
も
た
ち
の「
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
行
動
を
褒
め
合
う
こ
と

で
、結
果
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
行

動
が
あ
ふ
れ
る
」こ
の
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な

の
か
？

　
関
西
で
も
初
と
い
う
こ
の

取
り
組
み
は
、日
野
町
の
学

校
教
育
と
し
て
大
き
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
よ
う
だ
が
、今
後

ど
の
よ
う
な
課
題
が
想
定
さ

れ
る
の
か
？
ま
た
地
域
に
望

む
こ
と
は
何
か
？

　
日
野
町
で
は「
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
行
動
支
援
」は
、学
校
教
育

関
係
者
共
通
の
テ
ー
マ
に
で

き
て
い
そ
う
だ
が
、社
会
教

育
関
係
者
の
間
で
も
、同
じ

よ
う
に
共
通
の
テ
ー
マ
に
し

た
方
が
良
い
と
思
う
が
そ
う

は
で
き
な
い
の
か
？

（
不
登
校
対
応
担
当

課
長
）

　

こ
ど
も
た
ち
の
自
己
肯
定

感
や
感
情
調
節
や
対
人
ス
キ

ル
を
高
め
、仲
間
と
良
質
な

交
流
を
持
つ
こ
と
で
、増
え

続
け
る
不
登
校
を
何
と
か
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
め

た
。全
教
職
員
で
講
義
を
受

け
、全
小
中
学
校
で
取
り
組

み
を
開
始
。関
西
で
町
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
は

初
な
の
で
、東
京
学
芸
大
学

の
松
山
先
生
が
毎
月
来
町
さ

れ
指
導
助
言
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

さ
ら
に
近
年
の
家
庭
や
社

会
の
変
化
で
、昔
よ
り
も
対

人
ス
キ
ル
が
育
ち
に
く
く
な

っ
て
い
る
た
め「
社
会
性
と

情
動
の
学
習
」に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

成
果
と
し
て
は
、学
校
に

対
し
て
前
向
き
に
な
り
、先

生
と
の
関
係
が
良
く
な
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。

　

取
り
組
む
う
え
で
の
課
題

家
庭
や
地
域
の
理
解
と
協
力
が
必
要「
い
い
ね
」と
声
掛
け
を
！

　
参
画
の
機
会
づ
く

り
は
非
常
に
重
要
で

あ
る
。し
か
し
、男
女
共
同
参

画
計
画
に
よ
る
成
果
は
出
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
？
出
前
講

座
や
補
助
金
の
申
請
は
ゼ
ロ

だ
。そ
こ
に
は
３
つ
の
課
題

が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

①
目
標
設
定・課
題
解
決・事

業
評
価
が
で
き
て
い
な
い

②
切
り
口
・
枠
組
み
が
時
代

遅
れ

③
行
政
の
人
的
リ
ソ
ー
ス
が

限
ら
れ
て
い
る

　
そ
の
た
め
、ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
に
課
題
解
決
す
る
た
め

に
は
根
本
的
に
事
業
再
構
築

の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。

全
住
民
参
画
と
い
う
枠
組
み

に
し
て
男
女
や
こ
ど
も
参
画

を
考
え
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
？

（
企
画
振
興
課
長
）

　

総
花
的
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
は
、行
政

の
あ
ら
ゆ
る
施
策
の
土
台
に
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
持

っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら

で
あ
る
。計
画
自
体
は
法
律

に
基
づ
い
て
策
定
し
て
い
る

が
男
女
に
固
執
す
る
の
は
潮

流
に
は
合
っ
て
い
な
い
と
思

う
。今
後
広
い
視
野
で
ま
ち

づ
く
り
の
補
助
金
の
再
編
は

あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。

（
町
長
）

　

市
民
参
画
条
例
も
研
究
の

余
地
は
あ
る
。ス
ク
ラ
ッ
プ

＆
ビ
ル
ド
の
観
点
か
ら
も
、

上
位
概
念
で
く
く
れ
れ
ば
仕

事
の
整
理
も
し
や
す
く
な
る

よ
う
に
思
う
。

は
学
校
で
い
く
ら
良
い
取
り

組
み
を
し
て
も
、家
庭
や
地

域
が
連
動
し
な
い
と
意
味
が

な
い
。地
域
の
大
人
が
こ
ど

も
に「
い
い
ね
！
」と
言
え
る

よ
う
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
動
支

援
に
参
画
を
し
て
ほ
し
い
。

（
教
育
長
）

　

こ
の
よ
う
な
学
校
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
、町
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。そ
の
た
め
に
、み
ん
な
が

自
分
事
と
し
て
そ
の
気
に
な

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
醸
成
し

て
い
き
た
い
。

大テーマ：
住民参画➡

視点：
こども　男女　青年 
コミュニティなど➡

参加障壁：
福祉・人権的課題

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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「書かない窓口」を導入し、住民サービス向上を

農
業
集
落
排
水（
農
村
下
水
道
）の
今
後
に
つ
い
て

　
自
治
体
に
と
っ
て

「
書
か
な
い
窓
口
」を

導
入
す
る
の
は
、住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
業
務
の
効
率

化
が
は
か
れ
る
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。「
書
か
な
い
窓
口
」

と
は
、各
種
証
明
書
の
発
行

等
の
手
続
き
に
、申
請
書
の

記
入
が
不
要
に
な
り
、本
人

確
認
の
後
、職
員
が
聞
き
取

り
や
シ
ス
テ
ム
入
力
を
行
い
、

書
類
の
内
容
を
確
認
し
、署

名
で
手
続
き
が
完
了
し
、来

庁
者
の
書
く
負
担
の
軽
減
や

待
ち
時
間
が
削
減
さ
れ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
何
点
か
伺
う
。

①
町
の
窓
口
業
務
で
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
の
取
り
組
み

は
。

②
窓
口
業
務
の
効
率
化
の
取

り
組
み
は
。

③「
書
か
な
い
窓
口
」に
つ
い

て
町
の
見
解
は
。

①
行
政
手
続
の
オ
ン

ラ
イ
ン
窓
口
で
あ
る

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
お
い
て
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
よ
り「
転
出
届
・
転
入
手

続
き
の
来
庁
予
約
」な
ど
の

申
請
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
え

る
よ
う
取
り
組
み
、住
民
の

利
便
性
向
上
に
努
め
て
い
る
。

②
住
民
の
利
便
性
向
上
と
行

政
内
部
の
事
務
の
効
率
化
が

必
要
と
考
え
て
お
り
、現
在

民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
た
窓
口
業
務
の
高
度
化

に
向
け
て
、研
究
を
進
め
て

い
る
。

③「
書
か
な
い
窓
口
」に
つ
い

て
は
、窓
口
業
務
の
効
率
化

に
効
果
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
が
、国
全
体
の
情

勢
や
先
進
地
の
取
り
組
み
を

把
握
し
つ
つ
、町
に
あ
っ
た

「
書
か
な
い
窓
口
」の
実
現
に

つ
い
て
研
究
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
農
業
集
落
排
水
事

業
は
、農
業
用
用
排

水
の
水
質
保
全
、農
業
用
用

排
水
施
設
の
機
能
維
持
ま
た

は
農
村
の
生
活
環
境
の
改
善

を
図
り
、公
共
用
水
域
の
水

質
保
全
に
寄
与
す
る
た
め
、

農
村
集
落
に
お
け
る
し
尿
、

生
活
雑
排
水
な
ど
の
汚
水
や

汚
泥
を
処
理
す
る
施
設
、ま

た
は
雨
水
を
排
水
す
る
施
設

を
整
備
し
、も
っ
て
生
産
性

の
高
い
農
業
の
実
現
と
活
力

あ
る
農
村
社
会
の
形
成
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。町
内
に

は
、９
つ
の
排
水
処
理
施
設

が
あ
り
、27
集
落
の
排
水
処

理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今

後
も
農
村
地
域
の
生
活
環
境

が
快
適
で
あ
る
こ
と
を
願
い

伺
う
。

①
農
村
下
水
道
か
ら
公
共
下

水
道
へ
の
整
備
計
画
は
。

②
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
る
処

理
場
の
施
設
更
新
や
省
エ
ネ

技
術
導
入
等
の
計
画
は
。

③
処
理
場
の
点
検
や
掃
除
、

草
刈
り
等
現
在
は
６
処
理
場

の
組
合
に
委
託
さ
れ
て
い
る

住
民
の
負
担
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
な
い
か
。

④
農
村
下
水
道
使
用
料
は
、

基
本
料
金
と
人
数
割
料
金
の

合
計
に
消
費
税
を
加
え
て
い

る
。人
数
割
は
１
月
１
日
現

在
の
住
民
票
に
基
づ
く
人
数

で
計
算
さ
れ
、１
年
間
の
毎

月
の
使
用
料
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。今
後
は
、使
用
料
の

決
め
方
を
実
際
の
人
数
が
反

映
さ
れ
る
よ
う
検
討
で
き
な

い
か
。

①
具
体
的
な
整
備
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

将
来
的
に
公
共
下
水
道
へ
の

接
続
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

処
理
場
の
施
設
更
新
に
つ
い

て
は
、公
共
下
水
道
へ
の
接

続
も
含
め
、今
後
、施
設
維
持

管
理
組
合
長
会
議
等
を
通
じ

て
、地
元
の
意
向
確
認
を
す

る
と
と
も
に
、費
用
面
な
ど

検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
省
エ
ネ
技
術
導
入
等
の
計

画
で
す
が
、処
理
施
設
の
改

修
等
は「
農
業
集
落
排
水
施

設
最
適
整
備
構
想
」に
基
づ

き
進
め
て
い
る
。本
年
度
に

改
修
す
る
南
比
都
佐
地
区
の

処
理
施
設
で
取
り
組
む
予
定
。

③
毎
年
、施
設
維
持
管
理
組

合
長
会
議
を
開
催
し
て
い
る

が
、各
組
合
か
ら
施
設
管
理

が
負
担
と
い
う
意
見
は
な
い
。

④
供
用
開
始
か
ら
約
30
年
を

経
過
し
、社
会
情
勢
も
変
化

し
て
お
り
、県
内
で
は
日
野

町
と
同
様
の
市
町
や
公
共
下

水
道
使
用
料
に
統
一
さ
れ
た

市
町
な
ど
、状
況
の
変
化
も

あ
る
算
定
方
法
等
の
見
直
し

は
、施
設
維
持
管
理
組
合
等

の
意
見
や
県
内
状
況
も
踏
ま

え
研
究
し
た
い
。

「
農
業
集
落
排
水
施
設
最
適
整
備
構
想
」に
基
づ
き
進
め
て
い
る

民間企業のノウハウを活かした窓口業務の高度化を研究中

中
なか

西
にし

 佳
けい

子
こ

 議員

砂川処理施設の建屋
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一 質般 問

スマート農業支援や農村RMOへの伴走などを通じ
農業・農村の持続発展に努めていく

これからの農業経営と農村集落の保全にどう取り組む？

後
ご

藤
とう

 勇
ゆう

樹
き

 議員

　
昨
今
問
題
と
な
っ

て
い
る
コ
メ
の
供
給

ひ
っ
迫
、食
料
安
全
保
障
と

「
食
料
供
給
困
難
事
態
対
策

法
案
」を
は
じ
め
、獣
害
対
策
、

ス
マ
ー
ト
農
業
、農
村
ま
る

ご
と
保
全
事
業
や
農
村
Ｒ
Ｍ

Ｏ
等
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

を
伺
い
ま
す
。

（
町
長
・
農
林
課
）

　

当
町
で
は
現
在
コ

メ
不
足
は
な
い
が
、い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
国
、県
、関
係

機
関
と
連
携
し
て
情
報
収
集

に
努
め
る
。５
月
29
日
の
農

業
基
本
法
改
正
で
食
料
安
全

保
障
の
確
保
が
規
定
さ
れ
た
。

「
食
料
供
給
困
難
事
態
対
策

法
案
」は
食
料
危
機
を
想
定

し
た
対
策
法
案
だ
が
、政
府

の
増
産
指
示
に
従
わ
な
い
農

家
等
に
20
万
円
の
罰
金
を
科

す
と
さ
れ
る
。今
後
の
動
向

を
注
視
し
た
い
。獣
害
対
策

で
は
、本
年
度
は
東
桜
谷
か

ら
西
大
路
に
か
け
て
ニ
ホ
ン

ザ
ル
の
個
体
数
調
整
を
行
う

予
定
。ま
た
捕
獲
動
物
の
残

渣
処
分
は
、中
部
清
掃
セ
ン

タ
ー
で
の
焼
却
可
否
を
地
元

等
と
協
議
中
。ス
マ
ー
ト
農

業
へ
の
シ
フ
ト
は
担
い
手
不

足
解
消
に
も
つ
な
が
る
と
思

う
。Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
ド
ロ
ー
ン
活

用
へ
の
助
言
、ド
ロ
ー
ン
講

習
助
成
も
検
討
す
る
。農
村

ま
る
ご
と
保
全
事
業
は
昨
年

度
の
51
組
織
か
ら
本
年
度
は

47
組
織
に
減
り
、さ
ら
に
２

件
が
見
送
り
を
検
討
中
と

の
現
状
か
ら
、今
後
農
村
Ｒ

Ｍ
Ｏ
の
活
動
が
期
待
さ
れ
る
。

し
っ
か
り
伴
走
し
て
い
き
た

い
。

空
家
対
策
と
移
住
定
住
政
策
を
前
進
さ
せ
る
た
め
の
計
画
は
？

危
険
な
空
家
へ
の
対
策
強
化
を
図
り
な
が
ら
、空
き
家
バ
ン
ク
や

民
間
活
力
導
入
も
検
討
し
移
住
促
進
政
策
を
進
め
た
い

　
特
定
空
家
未
指
定

物
件
で
、災
害
時
に

周
辺
に
被
害
が
及
ぶ
可
能
性

の
あ
る
空
家
を
対
象
に
、空

家
対
策
特
別
委
員
会
で
は

「
日
野
町
空
家
等
の
適
正
な

管
理
に
関
す
る
条
例（
案
）」

制
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、

町
と
し
て
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。ま
た
入
居
可
能
な
空
家

へ
の
移
住
促
進
、定
住
率
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
、移

住
理
由
や
転
出
理
由
の
把
握

等
に
つ
い
て
の
現
状
を
伺
い

ま
す
。（

町
長
・
関
係
課
）

　
「
日
野
町
空
家
等

の
適
正
な
管
理
に
関
す
る
条

例（
案
）」は
、当
町
に
緊
急
安

全
措
置
に
関
す
る
法
令
等
の

規
定
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

条
例
制
定
の
必
要
性
を
認
識

す
る
。昨
年
の
調
査
で
は
町

内
の
空
家
数
は
５
９
１
件
あ

り
、現
在
実
態
調
査
中
で
あ

る
。個
人
所
有
で
あ
る
空
家

に
対
し
て
、行
政
と
し
て
の

取
り
組
み
は
難
し
い
が
、広

報
等
に
よ
る
周
知
を
通
じ
て

空
家
バ
ン
ク
登
録
、危
険
物

件
所
有
者
へ
の
啓
発
等
に
取

り
組
ん
で
い
く
。移
住
促
進

に
向
け
て
は
、日
野
町
の
歴

史
や
自
然
の
豊
か
さ
、町
で

活
躍
す
る
魅
力
的
な
方
々
の

紹
介
に
力
を
入
れ
、町
で
の

生
活
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ

う
、民
間
と
も
連
携
し
て
情

報
発
信
に
取
り
組
む
。ま
た

空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
し
て

の
物
件
売
買
の
場
合
、事
前

に
自
治
会
と
の
面
談
の
場
を

設
け
、地
域
へ
の
理
解
を
促

す
。以
前
か
ら
議
員
に
提
案

い
た
だ
い
て
い
る
当
町
へ
の

移
住
者
の
移
住
理
由
、転
出

者
や
再
転
出
者
の
転
出
理
由

な
ど
を
、ア
ン
ケ
ー
ト
等
の

実
施
で
把
握
に
努
め
、今
後

の
施
策
に
反
映
し
た
い
。

GPSを活用した田植機。オペ
レーター（後藤）の頭上に設置さ
れた装置によりGPS衛星からの
電波を受信し、蛇行せずキレイに
田植えができる。効率や作業時間
向上だけでなく、楽しい農業は担
い手不足解消にもつながる

空家対策特別委員会においてNPO法人「日野まちつ
なぐ研究所」を招き、空家対策と移住定住の問題につ
いて、議会、行政一体で勉強会を開催
（24ページに関連記事を掲載）

次
ペ
ー
ジ
は
▼

日
野
小
学
校
・
桜
谷
小
学
校
の
議
場
見
学
／
空
家
の
「
略
式
代
執
行
」

19 議会だより
日野町議会

2024.８.15



日野小学校・桜谷小学校の議場見学日野小学校・桜谷小学校の議場見学
　７月11日に日野小学校、７月12日に桜谷小学校の６年生が、日野町議会の議場見学に来てくれました。
　いつも本会議が行われている議場では議会の役割を勉強し、議員控室や正副議長室、委員会室等を見
学し、最後には議会や議員に対していろいろな質問をしてくれました。
　議員から投げかけた「日野町が好きな人」という質問には数多くの児童が手を上げてくれました。そ
の理由も「人がやさしい」「自然がある」など嬉しくなるものばかりでした。

待機児童や空き家問題につ
いての対策を考えてくださっ
ていてありがとうございます。
他にもたくさん知ることができ
てよかったです。

この見学を通して僕は、日野
町の役に立てる人になりたい
と思いました。今後の勉強に
も活かしていきたいのでこれ
からも日野町のことをよろしく
お願いします。

議場は緊張しましたし、質問
するときが一番緊張しました
が、答えてもらった時に日野
町のことをとても考えてくれて
いるんだなと思いました。

見学を終えて
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＝石原地先で空家の「略式代執行」＝
　町は、去る６月12日倒壊する危険が高い石原地先の特定空家に対し、
空家等対策の推進に関する特別措置法（以下、「法」という。）第22条第
10項に基づき「略式代執行（※１）」の執行を宣言し、落札された株式会社
野中工務店による解体工事に着手しました。工期は８月９日まで。
　令和４年８月15日、石原地先の空家から火災が発生し全焼したこと
から、保安上著しく危険な状態となっていました。町は、令和６年２月
13日法による「特定空家等」に認定し、調査の結果、土地建物の所有者
は死亡・相続権者はすべて死亡あるいは相続放棄されていることが判
明しました。 
　本空家は、町道三十坪石原線（旧県道近江八幡日野線）沿いにあり、
近江バス日八線が通り、車両の通行も多く、また家屋の一部が道路側
へ傾いており大変危険な状態でした。町は、令和６年４月10日法の規
定に基づき「特定空家等の解体、撤去および処分について」を公告し、
措置期限の４月25日までに特定空家の所有者を確知（※２）できないこと
から、翌26日「略式代執行」を行うことを決定し、特定空家の除却を実
施することになりました。
　地元区では、この危険な状況を一日も早く解決するための取組みに
ご苦労をいただいておりました。今後も土地利用などの課題も多くありますが、まずは危険な状況は回避さ
れることになりました。

この間の主な経過
　令和４年８月15日　火災発生
　令和６年１月31日　町が日野町空家等対策推進協議会にて当該空家等の現状を報告
　令和６年２月13日　特定空家等に町が認定
　令和６年３月12日　全ての法定相続人が相続放棄したことを裁判所通知により確認
　令和６年３月22日　 ３月定例会　令和６年度日野町一般会計補正予算（第１号）で950万円（特定空家の「略式代執

行」による除却にかかる経費および相続財産管理人制度の手続きにかかる経費）を議決
　令和６年４月10日　 法第22条第10項後段の規定に基づき「特定空家等の解体、撤去及び処分について」を公告する

（措置期限：令和６年４月25日）
　令和６年４月26日　町が「略式代執行」を行うことを決定
　令和６年５月29日　『石原特定空家等解体工事』を落札業者と契約（５月20日開札）

町議会での取り組み
　今回の特定空家の「略式代執行」については、３月定例会の最終日に令和６年度の一般会計補正予算の提
案があり、公費による解体の措置について、様々な角度から意見を交わし議決したものです。
　町議会では、昨年６月定例会において「空家対策特別委員会」を設置し、町内空家の現状と課題、民法の改
正や国の特別措置法の改正、管理不全空家に対する緊急安全措置条例の検討など空家の予防・活用・適正管
理等について学習し、方策などを議員全員で議論してきました。

危険な空家の状態から 安全を確保！

▲解体中

▲解体後

※１　「略式代執行」とは、法により所有者等が特定できない空家に対して、行政が必要な措置を行うこと。
※２　「確知」とは、たしかに知ること。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
の
う
ご
き
／
議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記
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公　務　名 場　所 期　間 出　席　議　員
東近江地区交通安全決起大会 来賓 愛荘町役場愛知川庁舎 ４月 ５日 副議長、総務常任委員長

蒲生郡町村議会議長会定期総会 構成員 竜王町役場 ４月 ５日 議長、副議長

春の全国交通安全運動街頭啓発 地域
交流 町内 ４月 ６日 

～15日 議員全員

町立小学校入学式 来賓 各町立小学校 ４月 ９日 各小学校区議員

市町村長等・議会議員特別セミナー 研修 全国市町村国際文化研修所 ４月18日 
～19日 後藤

日野町国際親善協会理事会 構成員 日野町林業センター ４月23日 総務常任委員長

市町村議会議員研修
 「防災と議員の役割」 研修 全国市町村国際文化研修所 ４月25日 

～26日 福永

日野川改修期成同盟会定期総会 構成員 近江八幡市文化会館 ５月10日 議長、産業建設常任委員長

第36回日野第二工業団地
 企業協議会総会 来賓 日野町商工会館 ５月17日 議長、副議長

住民の皆さまとの意見交換会 懇談会 町立図書館 ５月17日 総務常任委員

市町村議会議員研修
 「自治体決算の基本と実践」 研修 全国市町村国際文化研修所 ５月20日 

～21日 山本

町村議会議長・副議長全国研修会 研修 東京国際フォーラム ５月21日 議長、副議長

日野町商工会第64回通常総代会 来賓 日野町商工会館 ５月23日 副議長

日野町老人クラブ連合会総会 来賓 わたむきホール虹 ５月24日 議長、厚生常任委員長

日野町国際親善協会総会 構成員 日野町林業センター ５月25日 総務常任委員長

第59回滋賀県消防操法訓練大会
 操法練習開始式 来賓 日野消防署 ６月 １日 議長、副議長、総務常任委員長、 

谷口、野矢、西澤

桜谷小学校創立150周年記念式典 来賓 桜谷小学校 ６月 ９日 副議長、髙橋、後藤

その他 通常公務として日野町議会定例会・臨時会 
 議長公務　31件　などがあります。

議員のうごき議員のうごき （令和６年４月１日～６月30日）

「
非
核
日
野
町
宣
言
」

　

核
兵
器
を
廃
絶
し
恒
久
平
和
を
実
現
す
る
こ
と
は
人
類

共
通
の
願
い
で
あ
る
。

　

し
か
る
に
、
今
日
核
兵
器
の
際
限
な
き
開
発
拡
大
競
争

に
よ
り
、
国
際
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
平
和
を

願
う
日
野
町
民
と
し
て
ま
こ
と
に
憂
慮
に
た
え
な
い
。

　

よ
っ
て
、
日
野
町
議
会
は
次
の
と
お
り
宣
言
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

１
．�

日
野
町
は
、
被
爆
者
の
実
情
を
把
握
し
、
核
の
脅
威

を
広
く
町
民
に
知
ら
せ
て
世
論
喚
起
に
つ
と
め
る
。

２
．�

日
野
町
は
、
区
域
内
に
お
け
る
核
兵
器
の
配
備
・
貯

蔵
・
通
過
・
飛
来
を
拒
否
す
る
。

３
．�

非
核
三
原
則
を
堅
持
し
、
日
野
町
を
「
非
核
の
町
」

と
す
る
。

�

昭
和
59
年
12
月
25
日　

日
野
町
議
会

平
和
を
願
っ
て

　

今
か
ら
79
年
前
の
８
月
15
日
、
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
太

平
洋
戦
争
が
終
結
し
ま
し
た
。

　

日
野
町
議
会
で
は
、
二
度
と
惨
禍
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
平

和
な
日
本
の
実
現
を
願
い
、
昭
和
59
年
の
12
月
議
会
で
「
非
核
日

野
町
宣
言
」
を
全
会
一
致
で
決
議
し
ま
し
た
。

　

今
な
お
世
界
で
は
戦
争
や
紛
争
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、
恒
久

平
和
と
核
兵
器
の
な
い
世
界
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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議 長

コ ラ ム

　嶋村氏は日野町議会議員として３期12年間の長
きにわたり、地域住民の生活、福祉の充実と町勢
の伸長発展に貢献された功績が認められ、旭日単
光章を受章されました。
　４月８日に役場で伝達式が執り行われました。

　７月７日に定数補充の再選挙が実施されました。
今後は14名の議員で活動を行います。

９
月
定
例
会（
本
会
議
）の
お
知
ら
せ【
予
定
】

　
９
月
２
日（
開
会・提
案
説
明
）	

・12
日（
質
疑
）

　
　
　
13
日（
一
般
質
問
）	

・17
日（
一
般
質
問
）

　
　
　
27
日（
採
決・閉
会
）

　
昨
年
の
４
月
に
日
野
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
法
定
得
票
数
に
達
し

て
い
な
い
候
補
者
が
い
た
た
め
、
13
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
18
期
の
日

野
町
議
会
で
す
。
あ
れ
か
ら
１
年
あ
ま
り
が
経
過
し
ま
し
た
。
今
回
、

町
議
会
議
員
と
同
じ
選
挙
区
の
選
挙
（
日
野
町
長
選
）
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
か
ら
不
足
し
て
い
る
１
名
を
選
ぶ
“
再
選
挙
”
が
７
月
７
日

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
14
名
の
う
ち
１
期
目
の
議
員
が
６
名

と
な
り
ま
す
。
多
様
な
人
材
が
集
ま
り
、
さ
ら
に
町
政
の
チ
ェ
ッ
ク

や
新
た
な
提
言
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
今
回
も
少
し
改
善
を
し
ま
し
た
「
議
会
だ
よ
り
」
さ
ら
に
ご
注
目
を

お
願
い
し
ま
す
。

	

柚
木 

記
久
雄

　
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
反
映
し
、分
か
り
や
す
く・読
ま
れ

る
議
会
だ
よ
り
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
入
力
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、メ
ー
ル
や
手
紙
、ハ
ガ
キ
等
で
も
ご
意
見

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
宛
先
は
、裏
表
紙
の
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
年
度
の
変
わ
り
に
頻
繁
に
行
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
総
会
、本
年
も
議
長
と
し
て
数
多
く
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。老
人
ク
ラ
ブ
の
総
会
と

い
え
ば
、わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
の
大
ホ
ー
ル
が
溢

れ
か
え
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
が
、近
年
は
小

ホ
ー
ル
で
も
空
席
が
あ
り
、何
と
も
物
悲
し
く
感

じ
ま
し
た
。高
齢
化
が
進
む
中
で
ク
ラ
ブ
離
れ
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
一
因
で
す
。住
民
生
活
の
根

底
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
支
援
も
含

め
、あ
ら
ゆ
る
事
業
に
参
画
し
て
、活
気
あ
る
町
、

魅
力
あ
る
町
、誰
も
が
住
み
た
く
な
る
町
に
向
け

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
教
育・福

祉
・
農
業
な
ど
各
般
に
わ
た
り
当
局
の
姿
勢
を
質

さ
れ
ま
し
た
。特
に
増
え
続
け
る
空
き
家
問
題
に

つ
い
て
は
当
町
が
抱
え
る
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、

特
別
委
員
会
で
徹
底
し
た
議
論
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。空
き
家
を
増
や
さ
な
い
施
策
、適
正
か
つ
有
効

に
活
用
す
る
対
策
、移
住
者
と
地
域
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
対
策
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
議
論
を
重
ね

て
い
ま
す
。私
が
常
に
申
し
上
げ
て
い
る
こ
と
は

『
重
要
な
こ
と
は
結
果
で
あ
る
』と
い
う
こ
と
で
す
。

行
政
、議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
一
歩
一
歩
課
題
解

決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

元日野町議会議員 嶋村末治郎氏元日野町議会議員 嶋村末治郎氏（蔵王）（蔵王）
高齢者叙勲（旭日単光章）高齢者叙勲（旭日単光章）

編
集
後
記

「
議
会
だ
よ
り
」へ
の
ご
意
見
を

�

お
寄
せ
く
だ
さ
い

議
長 

杉
浦 

和
人

コ
ミ
ュニ
テ
ィ

 

を
大
切
に

　
「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
、
将
来
の
担
い
手
と
な
る
子
ど
も

と
そ
の
親
御
さ
ん
達
に
と
っ
て
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
日
野
町
を
目

指
し
活
動
し
ま
す
。

錦
にしき

戸
ど

　由
ゆ

佳
か

（中山）　新人

新
議
員
の
抱
負

新しい議員が加わりました新しい議員が加わりました

【訂正とお詫び】　第27号14ページの内容が抜けていたので、次
のように追加訂正します。３段目の４行目に次の言葉が入ります。　
問　②各避難所でのマニュアルはあるか。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
公
務
の
紹
介

23 議会だより
日野町議会

2024.８.15



議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん
議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん
女性が住みやすいまちってどんなまちだろう

桜谷小学校創立　　
　150周年記念式典

　日野町議会総務常任委員会では、５月
17日に皆さまの声をお聴きする場として
意見交換会を行いました。４グループに分
かれて、町内在住の女性の方々から、まち
への想いを沢山お聴かせいただきました。
皆さまのご意見が今後のまちづくりにつ
ながるよう取り組んでまいります。

 ６月９日「日野町立桜谷小学校創立150周年記
念式典」が同小学校体育館にて開催されました。
来賓として中西副議長と地元町議会議員が出席
しました。
　78名の全校児童はじめ保護者や地元区長、民
生委員、関係者など大勢の参加のもと盛大に式
典が行われました。

空家対策と移住定住促進についての勉強会

　　６月19日にNPO法人「日野まちつなぐ研究所」の
トム・ヴィンセント理事長、川村のり子事務局長を招い
て、空家対策と移住定住促進についての勉強会を開催し
ました。
　空家問題は原則的には民・民の問題であるため行政の
介入には限界があります。そのため、空家を活用した移
住促進を目指すためには、民間との連携が必要不可欠で
す。日野町の未来のため、魅力的なこの町、そして文化が
ずっと持続していくために何ができるかを議会、行政が
一体となって意見交換を行いました。

蒲
生
氏
郷
公
顕
彰
会
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
も
に
ゃ
ん

懇談会

式典

勉強会

「議会だより」に関するご意見募集中！書式は問いません。郵送・メールまたは議会事務局までご持参願います。

日野町議会広報

日野町議会 議会だより
◆発行／日野町議会　　◆編集／議会広報常任委員会

〒529-1698 滋賀県蒲生郡日野町河原一丁目1番地
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メールgikai@town.shiga-hino.lg.jp


